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　音楽を通じて固い絆で結ばれ
続けてきた ５０
年でした。
　これからの未
来に向けて３市
の絆をさらに深
め、音楽が持つ
素晴らしい力を
後世に発信し続
けていきたいと
思います。

２広報なかの２０１７．３

特集
音楽姉妹都市提携 50 周年
～未来に向けた姉妹都市交流の絆～

音
楽
姉
妹
都
市
提
携
50
周
年

　
本
年
１
月
に
、
大
分
県
竹た

け

た田
市
、
宮
城

県
仙
台
市
、
中
野
市
の
３
市
が
、
音
楽
を

通
じ
た
姉
妹
都
市
関
係
を
提
携
し
て
５０
年

の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
３
市
は
こ
れ
を
記
念
し
て
、１
月
28
日
、

「
未
来
に
向
け
た
姉
妹
都
市
交
流
の
絆
共

同
宣
言
式
」
を
中
野
市
役
所
で
行
い
、
あ

ら
た
め
て
文
化
振
興
の
発
展
を
誓
い
ま
し

た
。

未
来
に
向
け
た
姉
妹
都
市
交
流
の
絆

共
同
宣
言
式

　
共
同
宣
言
式
に
は
、
竹
田
市
の
首
藤
市

長
、
仙
台
市
の
奥
山
市
長
、
中
野
市
の
池

田
市
長
が
出
席
し
、「
姉
妹
都
市
友
好
の

絆
を
未
来
に
向
け
て
継
承
・
発
展
さ
せ
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
、
相
互
の
繁
栄
と
自

ら
の
ま
ち
に

発
展
を
も
た

ら
す
努
力
を

続
け
る
」
と

い
う
趣
旨
の

宣
言
書
に
署

名
を
行
い
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
の
50
年
に
向
け
て

　
竹
田
市
、
仙
台
市
、
中
野
市
の
先
人
た

ち
が
続
け
て
き
た
５０
年
の
音
楽
交
流
は
、

３
市
を
固
い
絆
で
結
ん
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
３
市
は
音
楽
の
力
を
活
か
し
な

が
ら
、
文
化
振
興
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

▲宣言書に署名する３市
の市長

竹田市
首
し ゅ と う

藤 勝
か つ じ

次市長

　震災の後、唱歌「故郷」が復
興のシンボルと
して各地で歌わ
れてきました。
　唱歌や童謡が
持つ「人の心を
揺さぶる力」を、
子どもたちに３
市でしっかりと
伝えていきたい
と思います。

　音楽に親しむ人が増えれば、
まち全体に優し
さが醸し出され
ます。音楽家を
生み出す風土を
まちづくりに生
かし、３市の音
楽団体や子ども
たちの交流をよ
り深くしていき
たいと思います。

INTERVIEW ～未来に向けた姉妹都市交流の絆共同宣言を行った３市長～

仙台市
奥
お く や ま

山 恵
え み こ

美子市長
中野市
池

い け だ

田 茂
し げ る

市長



反
響
を
呼
び
ま
し
た
。
た
だ
18
日
の
放
送

を
目
前
に
し
て
、
３
市
で
の
提
携
が
13
日

に
正
式
決
定
し
た
た
め
、
技
術
的
に
仙
台

を
中
継
す
る
た
め
の
準
備
が
で
き
ず
、
３

市
中
継
は
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
中
野
市
の
調
印
式
場
は
中
山
晋
平
生
誕

記
念
碑
前
に
設
け
、
当
時
の
丸ま

る
や
ま山

久ひ

さ

お雄
市

長
が
協
定
書
に
調
印
し
た
後
、
本
市
の
紹

介
を
行
い
、
中
野
小
学
校
児
童
が
「
荒
城

の
月
」
を
合
唱
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
竹
田
市
の
調
印
式
場
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
分
放
送
局
に
設
け
ら
れ
、
当
時
の

佐さ

く

ま

久
間
盛も

り

お夫

市
長
が
調
印

し
た
後
、
竹

田
市
の
紹
介

と
、
竹
田
小

学
校
児
童
に

よ
る
中
山
晋

平
作
曲
「
證

城
寺
の
狸
囃

３ 広報なかの ２０１７．３

　画聖・田
た の む ら

能村竹
ち く で ん

田を生み、楽聖・
瀧廉太郎を育てた竹田市。平成 17
年4月合併。岡藩城下町の風情を残
す旧竹田、九州本土最高峰のくじゅ
う連山の南麓に広がる広大な久住高
原、日本一の炭酸泉・長湯温泉、西
日本一のトマト産地を誇る荻の大
地。芸術家たちが移り住む文化と芸
術の里を目指す。

大分県竹田市

▲市長公室に掲げられてい
る 50 年前の「音楽姉妹都
市提携に関する協定書」

音
楽
姉
妹
都
市
提
携
の
き
っ
か
け

　
作
曲
家
・
中
山
晋
平
を
生
ん
だ
中
野
市

は
、
今
か
ら
５０
年
前
、
作
曲
家
・
瀧
廉
太

郎
を
育
て
た
竹
田
市
に
「
音
楽
姉
妹
都
市

の
縁
を
結
び
音
楽
を
通
じ
て
産
業
、
文
化

の
向
上
を
図
り
た
い
」
と
申
し
入
れ
を
行

い
ま
し
た
。
竹
田
市
の
意
向
で
、
瀧
廉
太

郎
作
曲
「
荒
城
の
月
」
の
作
詞
者
・
土
井

晩
翠
を
生
ん
だ
仙
台
市
も
加
わ
り
、
昭
和

42
年
１
月
18
日
に
音
楽
姉
妹
都
市
提
携
の

調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

全
国
放
送
さ
れ
た「
テ
レ
ビ
調
印
式
」

　
調
印
式
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
「
ス
タ
ジ
オ

１
０
２
」
で
全
国
に
放
送
さ
れ
、
大
き
な

縁
を
結
ん
だ
「
テ
レ
ビ
調
印
式
」

▲瀧廉太郎像（国指
定史跡岡城跡）

▲瀧廉太郎記念館

瀧
た き

 廉
れ ん た ろ う

太郎
（1879.8.24-1903.6.29）

　「荒城の月」の作詞を手掛けた詩
人・土井晩翠の出身地。「杜の都」
と呼ばれる豊かな自然環境を有し、
宮城県の県庁所在地として東北地方
の政治・経済・学術・文化の中枢を
なす政令市。平成 23 年３月 11 日の
東日本大震災から間もなく６年を迎
えるが、復興を力強く着実に進めて
いる。

宮城県仙台市

▲仙台城跡「荒城
の月」詩碑※１

▲仙台城跡伊達政宗
騎馬像※２

土
ど い

井 晩
ば ん す い

翠
（1871.12.5-1952.10.19）

【人口】 1,085,063 人（平成 29 年１月１日現在）

【人口】 22,812 人（平成 29 年１月１日現在）

子
」
の
合
唱
が
あ
り
、
最
後
に
子
ど
も
た

ち
が
「
仲
良
く
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
元

気
に
声
の
交
歓
を
行
い
ま
し
た
。

　めったにない全国放送で
わくわくしながら、朝早く、まだ暗いうちに会
場に向かったことを覚えています。
　５０ 年の節目を機に、３市の市民同士の交流が
さらに発展していくことを願っています。

50 年前に調印式場で合唱をした
原
は ら や ま

山 久
く み こ

美子さん（左 ： 旧姓 ・ 竹内）と
戸

と や

谷 公
き み こ

子さん（右 ： 旧姓 ・ 藤村）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
な
い
50
年
前

※１ 写真提供：佐々木隆二氏
※２ 写真提供：仙台市観光課

INTERVIEW

50 年前の調印式。テレビカメラ
を通して協定書を竹田市へ掲げ
る当時の丸山市長



４広報なかの２０１７．３

　
平
成
６
年
４
月
９
日
、
中
野
市
と
竹
田
市

の
市
制
施
行
40
周
年
を
記
念
し
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

の
協
力
に
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
回
線
を
利
用
し

た
「
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
」
で
両
市
を
結

び
、
姉
妹
都
市
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
お
よ
そ
１
０
０
０
㌔
離
れ
た
両
市
の
会
場

の
様
子
が
、
カ
メ
ラ
を
通
し
て
相
手
の
テ
レ

ビ
画
面
に
映
し
出
さ
れ
、
音
楽
を
は
じ
め
文

化
・
産
業
・
地
域
づ
く
り
・
行
政
な
ど
の
各

分
野
で
、
お
互
い
の
距
離
を
感
じ
さ
せ
な
い

市
民
交
流
と
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
年
の
11
月
13
日
に
は
、
え
び
す

講
と
あ
わ
せ
て
「
姉
妹
都
市
ま
つ
り
」
が
行

わ
れ
、
各
市
の
郷
土
芸
能
や
観
光
案
内
を
通

じ
た
市
民
的
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
民

会
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
本
来
な
ら
ば
そ
の

土
地
で
な
け
れ
ば
見
ら
れ
な
い
各
市
の
郷
土

芸
能
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
駐
車
場
で
は
、

各
市
の
特
産
物
の
即
売
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た

皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
肌
で
感
じ
て

い
ま
し
た
。

音
楽
姉
妹
都
市
交
流
50
年
の
歩
み

学校新聞特派員で竹田市を
訪れた（H28.8.5-7）大

お お か わ

川陸
り く

さん（高社中３年）

信州なかの音楽祭（H28.10.29・
30）にご参加いただいた「Sendai 
C

コ ラ ー ル

horale」※の皆さん

信州中野アンサンブルフェス
（H27.10.11）にご参加いただい
た「竹田混声合唱団」の皆さん

　一番印象に残っている場所
は岡城跡です。景色がよく、
本当にきれいでした。「荒城
の月」のモチーフになった場
所だと聞き、瀧廉太郎の思い
が少し伝わった気がしまし
た。竹田市の皆さんがフレン
ドリーに話しかけてくれて、
　　　　　とても楽しく過ご
　　　　　　せました。今後
　　　　　　は、両市を相互
　　　　　　　に特派員が訪
　　　　　　　ね、いつまで
　　　　　　　　も交流が続
　　　　　　　　いてほしい
　　　　　　　　と思います。

　
昭
和
42
年
に
音
楽
姉
妹
都
市
を
提
携
し
て
以
降
、
３
市
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
交
流
を
続
け
て
き

ま
し
た
。
互
い
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト
や
コ
ン
ク
ー
ル
、
周
年
記
念
事
業
に
参
加
し
た
り
、
学
校
新
聞

特
派
員
を
派
遣
し
た
り
、
ま
た
、
災
害
が
起
き
た
際
に
は
互
い
に
支
援
の
手
を
差
し
伸
べ
る
な
ど
、

本
当
の
姉
妹
の
よ
う
な
関
係
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
大
々
的
に
交
流
が
行
わ
れ
た
平

成
６
年
の
記
念
事
業
の
様
子
と
、
近
年
交
流
活
動
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

市
制
施
行
40
周
年

記
念
事
業（
旧
中
野
市
）

●１

●２

●３●４

●５●６

～近年、交流活動に参加した皆さんの声～

　手を伸ばせば届きそうなりん
ご並木が今でも目に浮かびま
す。歌う前に立ち寄った中山晋
平記念館は、中野市の音楽への
力の入れようを感じる素晴らし
い記念館でした。アンサンブル
フェスでは、音楽を通して皆さ
んと仲良くなれて、あらためて
音楽の力を感じました。
　中野市の皆さん、ぜひ竹田市
へもお越しください。

　中野市の皆さんにあたたかく
迎えてもらい、心地よく過ごす
ことができました。交流会でい
ただいたシャインマスカットは
本当においしかったです。中山
晋平さんのふるさとで「シャボ
ン玉」を歌うことができ、感慨
深いものがありました。
　音楽祭で初めて聞いた「空み
あげて」がとても気に
入り、仙台に帰って
きてからみん
なで練習し、
発表会で披
露しました。

【市制施行 40 周年記念事業（旧中野市）】
①高丘小学校合唱団が晋平メロディを披露　②竹
田市少年少女合唱団が瀧廉太郎メロディを竹田市
から披露　③竹田市の「吉田神楽」　④仙台市の

「川前の剣舞」　⑤竹田市特産物の即売会　⑥仙台
市の観光展を紹介するミス仙台

INTERVIEW

※仙台市 尚
し ょ う け い

絅学院大学アカペラサークル
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第 53 回中山晋平記念音楽賞優秀賞入選曲発表会

第 53 回中山晋平記念音楽賞優秀賞に選ばれた８曲を市公式ホームページ（左記 QR
コード）で動画で見ることができます。
※通信料は自己負担となりますので、ご注意ください。
※動画の著作権は中野市にあります。また、２次使用を禁じます。

動
画
で

イ
ベ
ン
ト
紹
介

音
楽
姉
妹
都
市
提
携

50
周
年
記
念
特
別
展

　
中
山
晋
平
記
念
館
で
は
、
音
楽
姉
妹

都
市
提
携
50
周
年
を
記
念
し
て
、
特
別

展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
仙
台
市
と
土
井

晩
翠
、
竹
田
市
と

瀧
廉
太
郎
に
つ
い

て
、
ま
た
、
３
市

の
交
流
の
様
子
を

展
示
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
特
別

展
期
間
中
は
、
土
井
晩
翠
と
瀧
廉
太
郎

に
ち
な
ん
だ
曲
の
伴
奏
を
職
員
が
行
い

ま
す
。
音
楽
姉
妹
都
市
の
縁
を
感
じ
な

が
ら
「
荒
城
の
月
」「
花
」「
お
正
月
」

を
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
。
ご
希
望
の

方
は
、
記
念
館
に
来
館
さ
れ
た
際
に
職

員
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

住所／中野市大字新野 76
ＴＥＬ／ 0269-22-7050
開館時間／午前9時～午後5時※１

休館日／月曜日（12 月～3月）、12/29-1/3
入館料／一般 300 円、高校生 150 円※２

▲特別展の様子

中山晋平記念館

※１　12 月～２月は午前9時半～午後４時
※２　団体割引有、中学生以下無料

●５

【第 53 回中山晋平記念音楽賞優秀賞入選曲発表会】
①優秀賞を受賞した皆さん　②・③市内の合唱団や小学
生が優秀賞入選曲を発表　④ソプラノヴォーカリストの
西みほさん（竹田市出身）　⑤仙台フィルハーモニー管
弦楽団のメンバーによる木管五重奏

●２ ●３ ●４

●１

　
１
月
28
日
、市
民
会
館
ホ
ー
ル
に
て「
第

53
回
中
山
晋
平
記
念
音
楽
賞
優
秀
賞
入
選

曲
発
表
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
県
内
外
か
ら
応
募
が
あ
っ
た

２
６
１
曲
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
入
選
曲
の

表
彰
を
は
じ
め
、
市
内
の
合
唱
団
や
小
学

生
が
優
秀
賞
８
曲
を
合
唱
し
た
ほ
か
、
竹

田
市
か
ら
ソ
プ
ラ
ノ
ヴ
ォ
ー
カ
リ
ス
ト
の

西に
し

み
ほ
さ
ん
、
仙
台
市
か
ら
仙
台
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
の
メ
ン
バ
ー
を
招

い
て
記
念
公
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
西
さ
ん
は
、
中
山
晋
平
や
瀧
廉
太
郎
の

メ
ロ
デ
ィ
ー
の
ほ
か
、「
犬
の
お
ま
わ
り

さ
ん
」
の
作
詞
で
有
名
な
竹
田
市
出
身
の

童
謡
童
話
作
家
・
佐さ

と

う藤
義よ

し

み美
と
晋
平
が

タ
ッ
グ
を
組
ん
だ
「
ち
ょ
う
ち
ょ
の
町
」

な
ど
を
透
き
通
る
美
し
い
声
で
歌
い
上
げ

ま
し
た
。

　
仙
台
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
木
管
五
重
奏
は
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
「
魔
笛
」
や
晋
平
メ
ロ

デ
ィ
ー
、
ま
た
、
中
野
市
の
「
中
野
小
唄
」

と
仙
台
市
の
「
青
葉
城
恋
歌
」
を
ミ
ッ
ク

ス
し
て
演
奏
す
る
な
ど
、
会
場
に
豊
か
な

音
色
を
響
か
せ
ま
し
た
。

　
音
楽
姉
妹
都
市
提
携
50
周
年
に
ふ
さ
わ

し
い
、
３
市
の
絆
を
よ
り
強
め
て
く
れ
る

よ
う
な
記
念
公
演
で
し
た
。
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土
人
形
の
愛
ら
し
さ
と
素
朴
さ
を
感
じ

て
も
ら
お
う
と
、
第
11
回
土
人
形
絵
付
け

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
市
内
外

か
ら
３
部
門
で
４
２
１
点
の
応
募
が
あ
り
、

２
月
10
日
に
審
査
会
を
行
っ
た
結
果
、
次

の
と
お
り
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

小
学
校
低
学
年（
以
下
）の
部

最
優
秀
賞	

髙た
か
は
し橋

祐ゆ

う

り光
さ
ん
（
長
丘
小
２
年
）

優
秀
賞

中な
か
じ
ま島

陽ひ

な菜
さ
ん
（
永
田
小
３
年
）

富と

み

た田
悠は

る

と斗
さ
ん
（
マ
リ
ア
幼
稚
園
年
中
）

齋さ
い
と
う藤

和か
ず
あ
き明

さ
ん
（
平
岡
小
３
年
）

▲髙橋祐光さん

の作品

土
人
形
絵
付
け
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
作
品
発
表

小
学
校
高
学
年
の
部

最
優
秀
賞

西に
し
ざ
わ澤
充み

つ

き生
さ
ん
（
中
野
小
６
年
）

優
秀
賞	

児こ

だ

ま玉
晴は

る

き輝
さ
ん
（
中
野
小
６
年
）

塚つ

か

だ田
実み

き希
さ
ん（
長
野
市
・
下
氷
鉋
小
５
年
）

渡わ
た
な
べ辺
も
も
こ
さ
ん
（
中
野
小
５
年
）

▲西澤充生さん
の作品

中
野
ひ
な
市

北
信
州
に
春
を
呼
ぶ

　
北
信
州
の
春
の
風
物
詩
「
中
野
ひ
な

市
」
が
3
月
31
日
㈮
、
4
月
1
日
㈯
に
市

街
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
出
掛

け
く
だ
さ
い
。

中
野
土
び
な
展
示
即
売
会

　
郷
土
玩
具
中
野
土
人
形
（
中
野
人
形
、

立
ヶ
花
人
形
）
を
抽
選
販
売
し
ま
す
。

　
な
お
、
即
売
会
の
前
に
出
品
人
形
を
見

学
で
き
ま
す
。

○
展
示
　

３
月
25
日
㈯
～
３0
日
㈭
　
午
前
10
時
～

午
後
４
時

３
月
３１
日
㈮　

午
前
９
時
～
正
午

　

会
場
　
中
野
陣
屋
・
県
庁
記
念
館

○
即
売
に
当
た
っ
て
の
抽
選

　
３
月
３１
日
㈮
　
午
前
10
時~

　
会
場
　
陣
屋
前
の
柳
通
り

　
※
午
前
9
時
30
分
か
ら
整
理
券
を
配
布

　
し
ま
す
。

○
即
売
会　

３
月
３１
日
㈮　

午
後
１
時~

　

会
場
　
中
野
陣
屋
・
県
庁
記
念
館

　
※
昨
年
よ
り
抽
選
・
販
売
と
も
に
開
始

時
間
が
早
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

※
抽
選
会
の
当
選
者
の
み
購
入
で
き
ま

す
。
ま
た
、
購
入
品
は
、
当
日
に
引

渡
し
を
行
い
ま
す
。

　愛知三河系の流れをくむ
西原家の「立ヶ花人形」は、
歌舞伎物（静

し ず か ご ぜ ん

御前・八
や え が き

重垣
姫
ひめ

など）が多く、現在 50 種
類余が制作されています。
　武者物は、いかにも強そ
うな表情で、人の心を引き
つけます。西原家５代目

 西
に し は ら

原久
く み え

美江

奈良家５代目
奈

な ら

良久
ひ さ お

雄　  （左）
奈良家６代目

奈
な ら

良由
ゆ き お

起夫　  （右）

　京都伏見系の流れをくむ
奈良家の「中野人形」は、
教訓説話物や風俗物などを
中心に約百数十種類余が制
作されています。
　小型の童

ど う じ

子ものが多く、
可愛らしい表情は見る者を
和ませます。

～西原家の立ヶ花人形～ ～奈良家の中野人形～

さん

さん

さん
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期
間
　
３
月
19
日
㈰
～
４
月
１
日
㈯

会
場
　
中
心
市
街
地
活
性
化
施
設

（

中
町
公
会
堂
隣
り）

問
い
合
わ
せ
先
　

営
業
推
進
課
観
光
交
流
係
　

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
７
３
）

▲矢島路子さんの作品

一
般
の
部

最
優
秀
賞	

矢や

じ

ま島
路み

ち

こ子
さ
ん
（
吉
田
）

優
秀
賞	

宮み
や
ざ
わ沢
淳じ

ゅ
ん

さ
ん
（
長
野
市
）

牧ま

き

の野
眞み

さ

と怜
さ
ん
（
更
科
）

牧ま

き

の野
健け

ん
い
ち一

さ
ん
（
更
科）

　
こ
の
ほ
か
、
佳
作
に

30
点
（
各
部
門
10
点
）

の
作
品
が
入
選
し
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
ご
応

募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
な
お
、
表
彰
式
は
、

３
月
19
日
㈰
午
前
9
時

30
分
か
ら
中
野
陣
屋
・

県
庁
記
念
館
で
開
催
し

ま
す
。

絵
付
け
コ
ン
テ
ス
ト

応
募
作
品
展
示
（
全
４
２
１
点
）

　
土
人
形
コ
レ
ク
タ
ー
の
市
川
一
生
さ
ん

が
地
元
の
中
野
土
人
形
に
こ
だ
わ
り
集
め

続
け
た
お
よ
そ
９
０
０
点
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
中
か
ら
、
今
回
は
６
０
０
点
余
り
を

展
示
し
ま
す
。
代
表
作
以
外
に
も
日
ご
ろ

目
に
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
作
品
を
こ
の

機
会
に
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

中
野
陣
屋
ひ
な
市
特
別
展

中
野
土
人
形

市い
ち
か
わ川

一い

つ

お生
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

全
国
土
人
形
即
売
市

　
全
国
約
２0
カ
所
の
土
人
形
を
一
堂
に
集

め
た
日
本
唯
一
の
即
売
市
で
す
。

　

３
月
３１
日
㈮　

午
前
11
時
30
分
～
午
後

　
　
　
　
　
　
　
４
時
30
分

４
月
１
日
㈯　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

会
場
　
中
野
陣
屋
前
広
場
公
園

大
灯
籠
び
な
行
進

　
中
野
土
人
形
を
か
た
ど
っ
た
大
灯
籠
び

な
を
威
勢
良
く
担
ぎ
、
練
り
歩
き
ま
す
。

　
３
月
３１
日
㈮　

午
後
６
時

　
出
発
場
所
　
信
州
中
野
商
工
会
議
所
南

ま
ち
か
ど
土
び
な
展

　
市
街
地
７0
店
舗
の
店
先
な
ど
に
各
店
所

有
の
土
人
形
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

3
月
１３
日
㈪
～
４
月
１
日
㈯

夢
さ
ち
　

つ
る
し
か
ざ
り
展

３
月
１2
日
㈰
ま
で　

午
前
10
時
～
午
後

６
時
（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

　
会
場
　
中
野
陣
屋
・
県
庁
記
念
館

　
※
入
館
無
料
、
３
月
７
日
㈫
は
休
館

※
中
野
ひ
な
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　http://hinaichi.com
/

期
間
　
３
月
18
日
㈯
～
４
月
１
日
㈯

時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

会
場
　
中
野
陣
屋
・
県
庁
記
念
館

※
入
館
無
料
、
展
示
期
間
中
は
無
休

問
い
合
わ
せ
先

■
中
野
ひ
な
市
に
関
す
る
こ
と

営
業
推
進
課
賑
わ
い
創
生
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
５
６
）

■
ひ
な
市
特
別
展
に
関
す
る
こ
と

中
野
陣
屋
・
県
庁
記
念
館

☎
�
２
７
１
８

▲市川さんと土人形のコレクション

◀ＱＲコードリンク
先より、土人形絵付
けコンテストの様子
をご覧いた
だけます。

▲ＱＲコード
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問い合わせ先
学校教育課総務係（豊田支所内）　☎（３８）３１１２（内線550）

　

小
学
校
の
統
合
を
円
滑
に
行
う
た
め
に

必
要
な
事
項
を
検
討
し
、
調
整
す
る
中
野

市
小
学
校
統
合
準
備
委
員
会
を
１
月
３１

日
、
豊
田
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し

た
。
統
合
準
備
委
員
会
は
、北
部
地
区（
長

丘
、
平
岡
、
科
野
、
倭
小
の
統
合
）
な
ら

び
に
豊
田
地
域
（
豊
井
、永
田
小
の
統
合
）

に
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し
ま
し
た
。

○
当
日
行
わ
れ
た
こ
と

　

・
北
部
地
区
お
よ
び
豊
田
地
域
統
合
準

　
　

備
委
員
会
の
委
員
長
の
選
出
と
職
務

　
　

代
理
の
指
名

　

・
運
営
方
法
の
確
認

　

・
専
門
部
会
の
設
置

　

・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
予
定
の
説
明

　

・
専
門
部
会
長
と
構
成
員
の
指
名

○
委
員
（
１
月
31
日
現
在
）

　

・
北
部
地
区　

44
人

　

・
豊
田
地
域　

24
人

　

※
統
合
に
関
係
す
る
学
校
の
教
職
員
や

　
　

保
護
者
、
歴
代
保
護
者
、
保
育
園
児

　
　

の
保
護
者
、
地
域
住
民
代
表
、
公
募

　
　

に
応
じ
た
市
民
で
組
織
し
て
い
ま
す
。

　　

今
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
統
合
小
学
校
の

開
校
に
向
け
て
必
要
な
事
項
の
検
討
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
検
討
、
調
整
し
た
内
容

は
、随
時
お
知
ら
せ
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
統
合
に
関
係
す
る
課
題
の
調
整

や
検
討
を
効
率
的
に
行
う
た
め
、
下
図
の

と
お
り
、
４
つ
の
専
門
部
会
を
設
け
、
部

会
ご
と
に
協
議
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

第
1
回
中
野
市
小
学
校
統
合
準
備
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た

総務部会 通学・安全部会 地域・ＰＴＡ部会 教育部会

事
務
局
（
学
校
教
育
課
）　

庶
務
、
会
議

開
催
事
務
、
関
係
団
体
等
調
整
、
な
ど

○学校施設整備
○開校に伴う校名、校
　歌、校章など
○閉校に伴う式典行事
○跡地利用
などに関すること

○通学路の選定
○通学路の安全対策
○通学バス（運行経路、
　乗降場所、通学方法、
　乗車基準）
などに関すること

○ＰＴＡの組織運営
○ＰＴＡ組織の交流
　活動
などに関すること

○教育課程
○学校行事
○学校保健
○教材・教具
などに関すること

♬♪

それぞれの部会長が代表者会議に検討結果の報告をする

北部地区小学校統合準備委員会 豊田地域小学校統合準備委員会
※平成 32 年４月開校 ※平成 33 年４月開校

代表者会議 代表者会議

部会の報告結果を協議、検討する

中野市教育委員会

協議・決定

報告 報告

報告 報告

市長

総合教育会議

市議会

校名、予算などの議案審議
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公共施設の
現状を考える

政策情報課行政管理係　
☎（２２）２１１１（内線４0１）

連載企画

最終回

とは
国や地方自治体が建設する施設。中野市公共施設白書では、
公民館や図書館など市が保有する建物や、公園など広く市民
が利用する施設を対象としています。

公共施設
問い合わせ先

施設の現状について、「ポートフォリオ分析」を用いてお知らせします。
今回の分析の対象となる施設は、学校教育系施設です。

～中野市を へつなぐために～次世代
公共施設縮減目標 を目指して▲20％

▼学校教育系施設のポートフォリオ分析

ポートフォリオ分析
　対象となる項目に共
通する２つの指標の組
み合わせにより、その
要素が平面上のどのエ
リアに配置しているか
分析し、重要性の高い
項目を抽出する方法

※本分析のエリア分け
には、対象施設（類
型施設）の平均値を
活用する。（施設の
分類は、中野市公共
施設白書に基づく）

児
童
・
生
徒
１
人
当
た
り
の
校
舎
延
床
面
積
（
㎡
／
人
）

建物延床面積１㎡当たりの年間コスト（円 /㎡）

0
4,000

「抜本的な見直し」エリア

平均　7,786円 /㎡

平均　24.10㎡ /人

「現状を維持」エリア 「コストを削減」エリア

「利用状況を改善」エリア

10

長丘小学校

20

30

40

50

6,000 8,000 10,000 12,000

高社中学校

豊田中学校
永田小学校

日野小学校

豊井小学校科野小学校

倭小学校

延徳小学校

平岡小学校
中野平中学校 南宮中学校

中野小学校

平野小学校

高丘小学校

　

小
学
校
に
つ
い
て
は
、
児
童
の
よ
り

よ
い
教
育
環
境
整
備
と
教
育
の
質
の
一

層
の
充
実
を
目
的
と
し
て
、
北
部
地
区

の
４
小
学
校
と
豊
田
地
域
の
２
小
学
校

の
統
合
を
行
う
基
本
方
針
を
平
成
28
年

９
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
右
記
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
中
野
市
立
小
学
校
お
よ
び
中
学
校
適

正
規
模
等
基
本
方
針
は
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
下

記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

リ
ン
ク
先
）
で

ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

▲ＱＲコード

　

市
全
体
の
児
童
生
徒
数
の
減
少
傾
向

お
よ
び
各
通
学
区
内
の
児
童
生
徒
数
に

偏
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
中
学
校
１

校
当
た
り
の
児
童
生
徒
数
に
は
、
ば
ら

つ
き
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
一
定
の
人

件
費
が
児
童
生
徒
数
に
関
わ
ら
ず
発
生

す
る
た
め
、
延
床
面
積
１
平
方
㍍
当
た

り
の
コ
ス
ト
は
施
設
規
模
の
影
響
を
受

け
ま
す
。

　

小
中
学
校
と
も
に
、
平
成
27
年
度
か

ら
体
育
館
や
教
室
の
照
明
の
老
朽
化
に

対
応
し
、
コ
ス
ト
の
縮
減
を
図
る
た

め
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
交
換
を
随
時
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
平
成
３7
年
度
ま
で
に
電
気
使
用
量

を
１0
％
削
減
し
ま
す
。
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　実施計画とは、第２次中野市総合計画に掲げた施策を具体化するための計画で、毎年度の予算編成の指
針になるものです。計画期間は３カ年で、毎年見直しを行います。
　本市においては、人口減少という大きな社会構造の変化や経済環境に対応しつつ、限られた財源の中で
各種施策を推進する実施計画（全112事業、約97億３千万円）を策定しました。主な事業は次のとおりです。

実施計画（平成２9～3１年度）を策定しました

　計画策定に先立ちパブリックコメントを実施し
た結果、１人の方から１件の意見提出がありまし
た。内容については、市公式ホームページに掲載
しています。ご意見ありがとうございました。
※パブリックコメントによる実施計画（案）の修
　正・変更箇所はありません。

「緑豊かなふるさと　文化が香る元気なまち」の実現に向けて

パブリックコメントの結果

事　業　名
（３カ年の合計事業費） 内　容

　　（仮称）山田家資料館
　　整備事業

（2，707 万円）

国の登録有形文化財である旧
山田家住宅・奥座敷および土
蔵群などの保存・活用を図り
ます。

　　十三崖のチョウゲンボ
　　ウ繁殖地保全整備事業

　　　　（3，166 万円）

国指定天然記念物「十三崖
チョウゲンボウ繁殖地」の
減少した営巣数を回復するた
め、崖面の樹木伐採、巣穴整
備を行います。

　　避難所用照明機器整備
　　事業

（218 万円）

災害が発生し、停電により電力
が供給されない場合の避難所
運営を円滑に行うため、投光
器や発電機を整備します。

　　し尿等投入施設整備
　　事業
　　　　（4億 8，500 万円）

豊田衛生センターの老朽化
に伴い、下水道処理施設内
に、し尿等投入施設を整備
します。

　　中野駅東西線エレベー
　　タ整備事業　　　 
　　　　　　（3，250 万円）

駅南側にエレベータを設置
し、障がい者や高齢者の利便
性を高め、身近な生活基盤の
充実を図ります。

　　「小さな拠点」づくり
　　形成事業

（129万円）

居住区域と行政、公共施設や
福祉、医療、生活インフラ、
商業施設などの集約化や公共
交通との連携を図り、「小さ
な拠点」づくりを目指します。

　　　公衆無線 ＬＡＮ 構築事業
　　　 　　（7，376 万円）

市民や観光客の利便性の向上
や災害時の通信手段として、
公共施設に公衆無線 ＬＡＮ を整
備します。

　　自治体シンクタンク
　　「（仮称）中野市政策研
　　究所」事業

　　　　　　（600 万円）

課題ごとにプロジェクトチー
ムを組織し、政策研究を行い
ます。

事　業　名
（３カ年の合計事業費） 内　容

　　不育症治療補助事業
（150 万円）

不育症治療にかかる経済的負
担の軽減を図るため、治療費
用の一部を補助します。

　　小学校／中学校ＩＣ
　　Ｔ活用教育推進事業

（2，760 万円）

タブレット端末を活用した授
業の環境づくりを行うことに
より、児童・生徒の情報活用
能力を育成します。

　　運転免許証自主返納
　　促進事業
　　　　　　　（151 万円）

運転に不安を感じている高齢
者が、免許の自主返納の機会
となるように、交通機関・温
泉利用共通券を交付します。

　　北信圏域地域生活支
　　援拠点等事業

（2，010 万円）

障がい者が地域社会で安心し
て暮らせるように、障がい者
の生活を地域全体で支える体
制を整備します。

　　農福連携推進事業
（2，622 万円）

地域の多様な分野の関係者が
連携して、障がい者の農業分
野における就労を促進し、障
がい者の自立を支援します。

　　農業経営塾運営事業
　　　　　　　（203 万円）

農業のさらなる発展を目指し、
企業経営の感覚を身に付けた
「新たな担い手」を育成するた
め、（仮称）「信州なかの農業
経営塾」を運営します。

　　地域おこし協力隊活
　　動事業
　　　　　（4，200 万円）

都心部など地域外の人材を積
極的に受け入れ、地域協力活
動や定住・定着を促進し、地
域の活性化や充実化を図りま
す。

　　信州なかの魅力発掘・
　　誘客促進事業

（810 万円）

中野市の魅力発信のため、観
光コーディネーターやボラン
ティアの育成、サイン案内板
の整備などを行います。

継

新

新

新

継

新

継

継

…　新規新 継 …　継続

新

新

新

新

継

実施計画書の閲覧場所
政策情報課、豊田支所地域振興課、市
公式ホームページ（右記ＱＲコード）

問い合わせ先
政策情報課政策推進係　
☎（２２）２１１１（内線２１６）

新

新

政策

新

※事業費は 1 万円未満切り捨て

▲ＱＲコード
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北
信
６
市
町
村
で
は
、
平
成
24

年
度
か
ら
北
信
地
域
定
住
自
立
圏

を
形
成
し
て
い
ま
す
。
本
自
立
圏

の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
定
め
た

　

北
信
地
域
定
住
自
立
圏
共
生
ビ

ジ
ョ
ン
（
以
下
「
共
生
ビ
ジ
ョ

ン
」
）
の
計
画
期
間
が
終
了
す
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
た
び
第
二
次
共

生
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
の
内
容
は

毎
年
度
見
直
し
を
行
い
、
現
状
に

あ
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

○
策
定
趣
旨

　

北
信
地
域
が
将
来
に
わ
た
り
安

心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
、
域
内

外
の
人
の
流
れ
と
交
流
に
よ
る

活
気
あ
ふ
れ
る
地
で
あ
る
た
め

の
取
り
組
み
を
示
し
ま
す
。

○
北
信
地
域
定
住
自
立
圏
を
形
成

す
る
市
町
村

　

中
心
市
：
中
野
市
、
飯
山
市

　

近
隣
町
村
：
山
ノ
内
町
、
木
島

平
村
、
野
沢
温
泉
村
、
栄
村

○
計
画
期
間

　

平
成
29
年
度
か
ら
平
成
33
年
度

ま
で
の
５
年
間

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.city.nakano.nagano.

jp/docs/20170

　

20700030/

）

（
下
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

政
策
情
報
課
政
策
推
進
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
１
６
）

取組事項 取組内容 連携事業

生活機能の
強化

圏域医療体
制の構築

中核的医療機関を中心とし
た医療連携体制を推進し、
住民が安心して暮らせる圏
域医療体制の構築を図る。

休日診療所運営事業、病
院群輪番制事業　ほか

地域生活の
充実

情報基盤、福祉、環境、教
育、防災、子育て支援など
住民生活に密接な事業を推
進する。

岳南広域消防組合消防救
急車両更新事業、婚活支
援事業、北信州心臓病地
域連携包括ケア推進協議
会運営事業　ほか

結びつきや
ネットワー
クの強化

地域公共交
通の維持・
活性化

圏域をつなぐバスや鉄道路
線など、住民の日常生活や
経済活動に必要な公共交通
の利便性の向上と運行の維
持・確保を図る。

飯山線沿線地域活性化推
進事業、鉄道軌道輸送対
策事業、長野電鉄沿線活
性化推進事業、路線バス
運行費補助事業　ほか

圏域内外の
交流促進

広域的観光などの促進によ
る圏域内外の人口の流れの
創出を図る。

広域観光推進事業、電気
自動車用充電器設置事
業、広域移住支援事業　
ほか

圏域マネジ
メント能力
の強化

市町村等の
連携強化・
人材育成

市町村職員などの合同研修
会、人事交流を行う。

市町村合同研修会、職員
等の人事交流

第
二
次
北
信
地
域
定
住
自
立
圏

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
し
た

政策

　市と教育委員会では、一層の生涯学習推進を図るため、「第２次中野市生涯学習基本
構想」を策定しました。また、教育委員会では、子どもの読書活動をさらに推進するた
め、関係団体の指針として「第３次中野市子ども読書活動推進計画」を策定しました。

計画 「第２次中野市生涯学習基本構想」および
「第3次中野市子ども読書活動推進計画」を策定しました

問い合わせ先　生涯学習課生涯学習推進係（豊田支所内）　☎（３8）３１１２（内線54３）

○構想および計画の期間
　平成 29 年度から平成 38 年度までの 10 年間です。

○パブリックコメントの結果
　計画策定に先立ちパブリックコメントを実施した結果、ご意見はありませんでした。

○構想および計画の閲覧場所
　生涯学習課、市公式ホームページ（http://www.city.nakano.nagano.jp/categories/
mokuteki/bunka/shogai/）（右記ＱＲコード）からもご覧いただけます。

※構想および計画の概要は、３月中旬に全戸配布予定の「ダイジェスト版」をご覧ください。

▲ＱＲコード

▲ＱＲコード
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窓口 転居などの手続きはお早めに

こんなとき 手続きの際に必要なもの 手数料 電話での受付
転出・転居するとき 

（水道の使用を止めるとき）
〇印鑑（電話で届け出される場合は、料金の精算の方法、
　転出・転居先の住所、連絡先をお知らせください） 無料 可

転入・転居するとき 
（水道を使い始めるとき）

〇印鑑、手数料※１など（料金を口座振替する場合は、口
　座番号、預金通帳登録印鑑をお持ちください）
※１　手数料は初回使用料金に合算して請求します

500円 不可

所有者（使用者）が変わるとき
（市民課などに転出入届けを出して
も水道などの名義は変わりません）

〇印鑑、売買契約書の写しなど（土地建物などを購入し
た場合）
※２　家族間の異動の場合は、電話でも受け付けが可能です

無料 不可※２

こんなとき 手続き期限 手続きの際に必要なもの

他の市区町村また
は海外から引っ越
してきたとき
（転入届）

引っ越してから
14日以内

○転出証明書（転入前に住んでいた市区町村から交付を受けたもの）
○届け出人の印鑑
○年金手帳・年金証書（お持ちの方）
〇通知カードまたはマイナンバーカード（個人番号カード）
○住民基本台帳カード（転入前からお持ちの方）
○在留カード（外国人住民の方）
○パスポート（海外から引っ越してきた方）
○戸籍謄（抄）本・戸籍の附票（海外から引っ越してきた方で中野市に
本籍のない方）

市内で引っ越した
とき（転居届）

○届け出人の印鑑
○国民健康保険証（加入している方）
○年金手帳・年金証書（お持ちの方）
〇通知カードまたはマイナンバーカード（個人番号カード）
○住民基本台帳カード（お持ちの方）
○在留カード（外国人住民の方）

他の市区町村また
は海外へ引っ越す
とき（転出届）

引っ越しする
14日前から
引っ越し後
14日以内

○届け出人の印鑑　
○印鑑登録証（登録してある方）
○国民健康保険証（加入している方。学生の場合は、あわせて在学証明
書※）※転出時に用意できない場合は、後日提出

○住民基本台帳カード（お持ちの方）
○通知カードまたはマイナンバーカード（個人番号カード）（海外へ
引っ越す方）

会社を辞めて国民
健康保険、国民年
金に加入するとき

会社の健康保険を
離脱したときから
14日以内

○届け出人の印鑑
○健康保険離脱証明書（保険の喪失証明）
○年金手帳（お持ちの方）
○パスポート（外国人住民の方）
○通知カードまたはマイナンバーカード（個人番号カード）

会社などに就職し
て国民健康保険を
脱退するとき

会社の健康保険に
加入したときから
14日以内

○届け出人の印鑑
○国民健康保険証
○会社の健康保険証（被扶養者がある場合は、全ての方の保険証）
○通知カードまたはマイナンバーカード（個人番号カード）

問い合わせ・届け出先　市民課窓口係　☎（２２）２１１１（内線２３６）
　　　　　　　　　　　上下水道課営業係　☎（２２）２１１１（内線２８４）
　　　　　　　　　　　地域振興課（豊田支所内）　☎（３８）３１１１（内線１３１）

●市民課関係（１階） 　※豊田支所でも受け付けています。

【本人確認をさせていただきます】市役所窓口で手続きをする際には、ご本人であることを確認させてい
ただきますので、官公庁から発行された顔写真付きの証明書《運転免許証、パスポート、マイナンバー
カード（個人番号カード）、住民基本台帳カード、在留カードなど》をお持ちください。

　３・４月は、就職や進学、転勤などで引っ越しをする方が多く、
窓口が大変混み合いますので、手続きはお早めにお願いします。

●上下水道課関係（２階） 　※豊田支所でも受け付けています。

※土・日・祝日は、閉庁のため届け出の受付および水道の開栓、閉栓の対応はできませんので、事前に届
け出をお願いします。（休日窓口開設日を除く。休日窓口開設日については、13㌻参照）　
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勤
務
先
を
離
職
、
退
職
な
ど
さ
れ
た
方

で
、
社
会
保
険
の
任
意
継
続
を
し
な
い
場

合
や
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た

方
が
、
新
た
に
勤
務
先
の
健
康
保
険
に
加

入
さ
れ
た
場
合
は
、
国
民
健
康
保
険
の
加

入
お
よ
び
脱
退
の
手
続
き
が
そ
れ
ぞ
れ
必

要
に
な
り
ま
す
。

〇
加
入
手
続
き
（
勤
務
先
を
離
職
、
退
職

な
ど
さ
れ
た
方
）

・
勤
務
先
で
発
行
さ
れ
る
健
康
保
険
離
脱

証
明
書
な
ど

・
通
知
カ
ー
ド
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
（
本
人
お
よ
び
扶
養
者
分
）

・
届
け
出
さ
れ
る
方
の
印
鑑
お
よ
び
運
転

免
許
証
な
ど

〇
脱
退
手
続
き
（
勤
務
先
の
健
康
保
険
に

加
入
さ
れ
た
方
）

・
勤
務
先
か
ら
発
行
さ
れ
た
健
康
保
険
証

（
本
人
お
よ
び
被
扶
養
者
分
）

・
市
の
国
民
健
康
保
険
証

・
通
知
カ
ー
ド
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
（
本
人
お
よ
び
扶
養
者
分
）

・
届
け
出
さ
れ
る
方
の
印
鑑
お
よ
び
運
転

免
許
証
な
ど

国保

中
野
市
国
民
健
康
保
険

加
入
・
脱
退
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

　
ご
家
族
に
勤
務
先
の
健
康
保
険
な
ど
に

加
入
し
て
い
る
方
が
い
る
場
合
、
国
民
健

康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
が
、
ご
家

族
の
扶
養
と
な
り
、
勤
務
先
の
健
康
保
険

な
ど
に
加
入
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

勤
務
先
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
す
る
こ

と
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
各
保
険
者
で
要
件
が
異
な
り
ま

す
の
で
、
勤
務
先
の
健
康
保
険
担
当
者
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
社
会
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
と
な
る
主

な
認
定
基
準

・
59
歳
以
下
で
年
間
収
入
が
１
３
０
万
円

未
満
の
方

・
60
歳
以
上
で
、
年
間
収
入
が
１
８
０
万

円
未
満
の
方

・
障
害
年
金
の
受
給
要
件
に
該
当
し
、
年

間
収
入
が
１
８
０
万
円
未
満
の
方

※
過
年
度
に
遡

さ
か
の
ぼ

っ
て
社
会
保
険
等
を
離
脱

し
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
る
事

例
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
社
会
保
険
等
の

加
入
手
続
き
は
就
業
先
で
行
い
ま
す

が
、
国
民
健
康
保
険
の
離
脱
手
続
き
は

ご
自
身
で
行
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
必
要
な
手
続
き
を
お
忘
れ
な

く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
国
保
医
療
係

☎
�
２
１
１
１（
内
線
２
９
６
・
３
０
４
）

地
域
振
興
課
市
民
生
活
係（
豊
田
支
所
内
） 

☎
�
３
１
１
１（
内
線
１
３
１
）

社
会
保
険
な
ど
の
扶
養

手
続
き
に
必
要
な
も
の

窓口

取扱業務 担当課 電話番号
◎戸籍謄抄本、除籍・改製原戸籍謄抄本に関する証明書の交付
◎住民票の写し、住民票記載事項証明書、戸籍の附票の交付
◎印鑑の登録、廃止の申請の受付、印鑑登録証明書の交付
◎税関係証明書の交付
◎戸籍届出、住民異動届の受付※１

◎マイナンバーカード（個人番号カード）の交付※１

◎国民年金保険料免除（学生納付特例を含む）申請の受付

市民課
市役所代表

（２２）２１１１

（内線２３６・２３７）

◎市税の納付
◎税関係証明書の作成 税務課 （内線２２７）

◎国民健康保険の加入、脱退手続き 福祉課 （内線２９６）

◎水道の開閉栓手続き
◎水道、下水道料金の支払い 上下水道課 （内線２８４）

休日窓口を開設します
　年度末と年度初めに集中する住民異動などに伴う各種手続きについて、次のとおり休日窓口を開設しま
すので、ご利用ください。

開　設　日　３月19日、26日、４月２日、９日（いずれも日曜日）
時　　間　午前８時30分～正午
場　　所　市役所本庁の関係課窓口
取扱業務　下表のとおり（ただし、他市町村や関係機関などに確認が必要となる業務を除きます）

※詳しくは、各業務担当課へお問い合わせください。

※１　３月 19 日は、マイナンバーカードでの特例
転入はできません。さらに、マイナンバー
カードの即日交付もできませんので、後日、
本人限定郵便で送付します。
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　『
ふ
る
さ
と
信
州
中
野
会
』
に

は
、「
首
都
圏
」
と
「
関
西
」
の

２
つ
の
会
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ『
郷

土
愛
を
基
調
と
し
た
会
員
相
互
の

親
睦
お
よ
び
ふ
る
さ
と
「
信
州
中

野
」
と
の
交
流
』
を
目
的
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

 

こ
の
会
で
は
２
年
に
１
度
、
総

会
を
開
催
し
、
ふ
る
さ
と
の
仲
間

と
の
親
睦
・
交
流
を
深
め
て
い
ま

す
。

　
な
お
、
次
回
の
総
会
開
催
日
は

首
都
圏
が
本
年
４
月
１
日
㈯
、
関

西
は
本
年
１１
月
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
市
か
ら
会
員
の
皆
さ
ん

に
中
野
市
の
出
来
事
な
ど
を
ま
と

め
た
情
報
誌
や
、
市
内
の
特
産
品

な
ど
を
注
文
で
き
る
カ
タ
ロ
グ
を

お
送
り
し
て
い
ま
す
。

 

会
員
募
集

　
首
都
圏
・
関
西
の
両
ふ
る
さ
と

信
州
中
野
会
で
は
、
新
規
会
員
の

募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
家
族
の
方
や
、
親
戚
、
友
人
な

ど
で
本
市
出
身
の
県
外
在
住
の
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ふ

る
さ
と
信
州
中
野
会
お
よ
び
会
員

募
集
に
つ
い
て
お
伝
え
く
だ
さ

い
。
な
お
、
入
会
金
・
年
会
費
は

無
料
で
す
。

 

入
会
方
法

　
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
電
話
番
号
、
本
市
の

出
身
地
区
を
ご
記
入
い
た
だ
き
、

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

〒
３
８
３
‐
８
６
１
４
（
住
所
記

載
不
要
）

営
業
推
進
課
観
光
交
流
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
７
３
）

フ
ァ
ク
ス
�
５
９
２
４

Ｅ
メ
ー
ル
　furusato@city.nakano.

nagano.jp

「
ふ
る
さ
と
信
州
中
野
会
」の

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

募集

▲平成 27 年度首都圏ふるさと
信州中野会総会の様子

　
市
で
は
、
市
内
の
臨
床
研
修
病

院
の
指
定
を
受
け
た
病
院
（
以
降

「
市
内
の
病
院
」）
の
医
師
と
し
て

従
事
し
よ
う
と
す
る
志
の
あ
る
医

学
生
に
対
し
て
、
奨
学
資
金
の
貸

し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
2９
年
度
の
貸
付
希
望
者
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

○
貸
付
対
象
者
　
大
学
に
お
い
て

医
学
を
専
攻
し
て
い
る
者
で
、

卒
業
後
３
年
以
内
に
市
内
の
病

院
の
医
師
と
し
て
従
事
す
る
意

思
を
有
す
る
者

○
貸
付
金
額
　
月
額
20
万
円
（
限

度
）

○
貸
付
期
間
　
貸
付
決
定
の
月
か

ら
大
学
卒
業
の
月
ま
で

○
貸
付
条
件
　
市
内
の
病
院
に
お

い
て
貸
付
期
間
と
同
一
期
間
勤

務
す
る
こ
と

○
募
集
人
員
　
２
人

○
募
集
期
間
　
募
集
人
員
に
達
す

る
ま
で

医
学
生
の
奨
学
資
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

医療

出
品
業
者
を
募
集
し
ま
す

募集

ふ
る
さ
と
納
税
特
典
品
の

　
本
市
の
知
名
度
の
向
上
や
産
業

振
興
を
図
る
た
め
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
寄
附
者
に
市
内
産
農
産
物
や

特
色
あ
る
品
物
な
ど
を
特
典
品
と

し
て
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
平
成
28
年
度
は

１2
月
末
ま
で
で
、
全
国
か
ら
延
べ

１
万
７
千
件
を
超
え
る
ご
寄
附
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
平
成
2９
年
度
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
特
典
品
の
取
扱
い
品
目
の
さ
ら

な
る
拡
充
を
図
る
た
め
、
よ
り
多

く
の
魅
力
あ
る
特
典
品
の
募
集
を

行
い
ま
す
。

　
こ
れ
ぞ
中
野
市
と
い
っ
た
逸
品

や
、
全
国
的
に
Ｐ
Ｒ
を
し
た
い
優

れ
た
品
な
ど
を
生
産
・
製
造
さ
れ

て
い
る
方
は
、
次
の
と
お
り
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
募
集
は
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

○
募
集
商
品
　
市
内
で
生
産
さ
れ

た
農
産
物
、製
造
さ
れ
た
食
品
・

製
品
な
ど
で
、
一
般
財
団
法
人

中
野
市
産
業
公
社
へ
納
品
す
る

こ
と
が
で
き
、
贈
答
品
と
し
て

宅
配
可
能
な
も
の

○
申
し
込
み
方
法
　
一
般
財
団
法

人
中
野
市
産
業
公
社
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
取
扱
者
　
一
般
財
団
法
人
中
野

市
産
業
公
社

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

一
般
財
団
法
人
中
野
市
産
業
公
社

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
９
９
）

営
業
推
進
課
観
光
交
流
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
７
３
）

○
返
還
の
免
除
　
貸
付
期
間
と
同

一
の
期
間
を
市
内
の
病
院
で
勤

務
し
た
場
合
、
全
額
免
除
と
な

り
ま
す
。

※
申
請
書
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

健
康
づ
く
り
課
保
健
医
療
推
進
係

（
中
野
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
６
８
）
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◆
中
野
地
区

中
町
‐
小こ

ば
や
し林

正ま
さ
と
し敏

、
西
町
‐
小こ

ば
や
し林

哲て
つ
ろ
う郎

、
東
町
‐
髙た

か

の野
茂し

げ

み美
、
松
川

‐
外と

や

ま山
健け

ん
い
ち
ろ
う

一
郎
、
普
代
‐
荒あ

ら

い井

善よ
し
あ
き秋

、
東
松
川
‐
宮み

や
ま
え前

宗む
ね
た
か敬

、
一

本
木
‐
竹た

け
う
ち内

宣の

り

お男
、
栗
和
田
‐

小こ
ば
や
し林

千ち

は

る春
、
西
条
‐
清し

み

ず水
榮え

い

じ治
、

上
小
田
中
‐
滝た

き
ざ
わ沢
周し

ゅ
う
い
ち一
、
下
小
田

中
‐
竹た

け
う
ち内

秀ひ
で
は
る治

、
東
吉
田
‐
海う

ん

の野

昇の
り
ま
さ正

◆
日
野
地
区　

間
山
‐
鈴す

ず

き木
保や

す

お雄
、
新
野
‐
浦う

ら

の野

武た

け

お夫
、
更
科
‐
小こ

ば
や
し林

文ふ

み

と人
、
高
遠

‐
市い

ち
か
わ川

甲こ
う
い
ち一

、
東
山
‐
仲な

か
じ
ょ
う條

裕ひ
ろ
ゆ
き幸

◆
延
徳
地
区
　

桜
沢
‐
佐さ

と

う藤
隆た

か
し

、
大
熊
‐
柴し

ば
も
と本

晃て

る

お雄
、
北
大
熊
‐
小こ

い

け池
隆た

か
し

、
小
沼

‐
渡わ

た
な
べ辺

悦え

つ

お男
、
篠
井
‐
田た

な

か中
敬け

い

じ次
、

新
保
‐
郷ご

う
ど
う道
修の

ぶ
ひ
ろ弘

◆
平
野
地
区　

西
江
部
‐
篠し

の

だ田
克か

つ

お男
、
東
江
部
‐

長な
が
し
ま島
和か

ず

お夫
、
泉
‐
古ふ

る
は
た幡
新し

ん
い
ち一
、
岩

船
‐
平ひ

ら
や
ま山

明あ
き
ら

、
片
塩
‐
鈴す

ず

き木
惠め

ぐ
み

、

七
瀬
‐
髙た

か
な
み波
洋ひ

ろ
し

、
吉
田
‐
長な

が
し
ま島

政ま
さ
ひ
ろ弘

、
長
嶺
‐
吉よ

し
ご
え越

富と

み

お男

　
平
成
2９
年
度
中
野
市
区
長
会
定

期
総
会
に
お
い
て
、
各
役
員
が
次

の
と
お
り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
　
浅
沼
泉

副
会
長
　
清
水
榮
治
、
鈴
木
保

雄
、
風
間
務
、
中
島
源

理
事
　
佐
藤
隆
、
長
島
政
弘
、
岩

下
定
秀
、
武
田
利
彦
、
荻
原
司
、

丸
山
正
光
、
西
野
克
美

区
長
会
役
員
が
決
定

※
敬
称
略

◆
高
丘
地
区　

安
源
寺
‐
小こ

ば
や
し林

昭あ

き

お夫
、
草
間
‐

小こ
ば
や
し林
実み

の
る

、
日
和
‐
北き

た
ざ
わ沢
吉よ

し
の
ぶ信
、
立

ケ
花
‐
寺て

ら
し
ま島

正ま
さ
と
も友

、
牛
出
‐
鈴す

ず

き木

哲て

つ

お夫
、
栗
林
‐
鈴す

ず

き木
正ま

さ
ゆ
き幸

、
大
俣

‐
浅あ

さ
ぬ
ま沼

泉い
ず
み

◆
長
丘
地
区

田
麦
‐
岩い

わ
し
た下

定さ
だ
ひ
で秀

、
厚
貝
‐
藤ふ

じ
さ
わ澤

孝た
か
み
つ充

、
壁
田
‐
小こ

ば
や
し林

清せ
い
い
ち一

、
古
牧

‐
秋あ

き
や
ま山

一か

ず

み己

◆
平
岡
地
区　

竹
原
‐
武た

け

だ田
利と

し
ひ
こ彦

、
金
井
‐
田た

じ

り尻

司し

ろ

う郎
、
西
笠
原
‐
清し

み

ず水
秀ひ

で

し志
、
東

笠
原
‐
山や

ま
ぐ
ち口

年と
し
な
が永

、
新
井
‐
栗く

り
ば
や
し林

一か
ず
ひ
ろ宏
、
若
宮
‐
山や

ま
ぐ
ち口
昇し

ょ
う
い
ち一
、
北
間

長
瀬
‐
石い

し

だ田
勝か

つ

お雄
、
南
間
長
瀬

‐
山や

ま
ぐ
ち口
浩ひ

ろ
ふ
み文
、
長
元
坊
‐
山や

ま
も
と本

奇き

よ

と

世
人

◆
科
野
地
区　

赤
岩
‐
花は

な
お
か岡

正ま
さ
あ
き明

、
深
沢
‐
風か

ざ

ま間

務つ
と
む

、
越
‐
髙た

か
は
し橋

猛た
け
し

◆
倭
地
区　

岩
井
‐
佐さ

さ

き

々
木
忍し

の
ぶ

、
岩
井
東
‐

荻お
ぎ
わ
ら原

司つ
か
さ

、
田
上
‐
市い

ち
む
ら村

光み
つ
て
る輝

、
柳

沢
‐
上う

え

の野
健け

ん

じ治
、
中
小
屋
‐
三み

つ

い井

久ひ

さ

し誌
、
牧
ノ
入
‐
山や

ま

だ田
幸ゆ

き
ふ
さ総

◆
豊
津
地
区　

替
佐
‐
丸ま

る
や
ま山
正ま

さ
み
つ光
、
笠
倉
‐
割わ

り

た田

知と
も
の
り則
、
硲
‐
三み

つ

い井
善よ

し

と登
、
奥
手
山

‐
祢ね

つ津
豊ゆ

た
か

、
美
沢
‐
平ひ

ら
や
ま山

純す

み

お男

◆
上
今
井
地
区　

上
今
井
‐
西に

し

の野
克か

つ

み美

　
平
成
2９
年
度
中
野
市
区
長
会
定

期
総
会
を
２
月
１7
日
、
市
民
会
館

ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
し
ま
し

た
。
地
域
自
治
の
先
頭
に
立
っ
て

ご
尽
力
い
た
だ
く
各
地
区
の
区
長

の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成
２9
年
度 

区
長
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

▲浅沼泉会長と新役員の皆さん

◆
永
田
地
区　

穴
田
‐
町ま

ち

だ田
好よ

し

お雄
、
毛
野
川
‐

滝た
き
ざ
わ沢
清き

よ
し

、
南
永
江
‐
坂さ

か
も
と本
秀ひ

で
ふ
み文
、

北
永
江
‐
中な

か
じ
ま島

源み
な
も
と、

梨
久
保
‐

片か
た
ぎ
り桐
輝て

る

お雄
、
涌
井
‐
水み

ず

の野
義よ

し
た
か孝
、

親
川
‐
市い

ち
か
わ川

壽ひ
さ
よ
し善

、
三
俣
‐
瀧た

き

の野

文ふ
み
あ
き昭
、
赤
坂
‐
荒あ

ら

い井
明あ

き
ら

、
豊
田
深

沢
‐
荒あ

ら

い井
米よ

ね

お男

区長

臨
時
福
祉
給
付
金
の

申
請
受
付
が
始
ま
り
ま
す

給付金
　
平
成
26
年
４
月
の
消
費
税
率
引

き
上
げ
に
よ
る
影
響
を
緩
和
す
る

た
め
、所
得
の
少
な
い
方
に
対
し
、

臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策
分
）

を
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象
者
　
次
の
全
て
の
要
件

を
満
た
す
方

○
平
成
28
年
１
月
１
日
に
お
い
て

本
市
に
住
民
票
が
あ
る
方

○
平
成
28
年
度
の
市
民
税
（
均
等

割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方

※
た
だ
し
、
市
民
税
（
均
等
割
）

が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養

親
族
や
、
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
方
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

支
給
額
　
対
象
者
１
人
に
つ
き

１
万
５
千
円（
支
給
は
１
回
で
す
）

申
請
先
　
平
成
28
年
１
月
１
日
時

点
で
お
住
ま
い
の
市
町
村
（
住
民

登
録
地
）

申
請
方
法
　
支
給
対
象
と
思
わ
れ

る
方
に
は
、
３
月
下
旬
に
申
請
書

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ

る
方
は
申
請
書
に
記
入
、
押
印
の

上
、必
要
な
添
付
書
類
を
同
封
し
、

申
請
書
と
一
緒
に
お
送
り
し
た
返

信
用
封
筒
で
郵
送
す
る
か
、
受
付

場
所
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
３
月
2１
日
㈫
～
６
月

2１
日
㈬
（
各
市
町
村
で
受
付
期
間

は
異
な
り
ま
す
）

※
期
限
を
過
ぎ
る

と
受
け
付
け
で

き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ

い
。

受
付
場
所
　
左
表
の
と
お
り

支
給
（
不
支
給
）
決
定
　
申
請
を

受
け
た
後
、
平
成
27
年
中
の
所
得

等
受
給
資
格
な
ど
に
つ
い
て
審
査

の
上
、
支
給(

不
支
給)

決
定
し

ま
す
。

場　所 期　間 時　間
市民会館
４５ 号会議室

３月 21 日㈫
～ 31 日㈮

午前９時
～午後５時

豊田支所
地域振興課

３月 21 日㈫
～６月 21 日㈬ 午前８時 3０ 分

～午後５時 1５ 分
福祉課 ４月３日㈪

～６月 21 日㈬

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
厚
生
保
護
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
５
５
・

２
７
６
）

※いずれの会場も、土・日・祝日の受け付けは
行っておりません。

確認じゃ！
 給付金
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受賞 開催

み
な
み
保
育
園
　
施
設
見
学
会

　

新
た
に
生
ま
れ
変
わ
る
「
み
な
み
保
育

園
」
に
つ
い
て
は
、
４
月
の
開
所
に
向
け

て
、
旧
み
な
み
保
育
園
跡
地
（
新
野
）
に

建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

開
所
に
先
立

ち
、
み
な
み
保
育

園
を
市
民
の
皆
さ

ん
に
ご
覧
い
た
だ

く
た
め
、
施
設
見

学
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機

会
に
新
し
い
保
育

園
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
日　

3
月
22
日
㈬

時
間
　
午
後
3
時
～
７
時

会
場　

み
な
み
保
育
園
（
新
野
）

持
ち
物　

上
履
き
（
ス
リ
ッ
パ
な
ど
）
、

靴
入
れ
（
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
）

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

保
育
課
施
設
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
９
２
）

読書

　

家
庭
読
書
の
普
及
・
啓
発
の
た
め
、
第

３
回
中
野
市
子
ど
も
読
書
活
動
「
フ
ァ
ミ

リ
ー
賞
」
と
し
て
、
日
ご
ろ
の
家
庭
で
の

読
書
活
動
の
様
子
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

応
募
作
品
全
5
作
品
の
う
ち
、
３
作
品

を
２
月
26
日
開
催
の
「
平
成
28
年
度
生
涯

学
習
市
民
の
つ
ど
い
」
で
表
彰
し
ま
し
た
。

○
最
優
秀
賞　

荒
井
フ
ァ
ミ
リ
ー（
東
山
）

○
優
秀
賞　

堀
米
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
金
井
）、

松
島
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
栗
林
）

　

な
お
、
受
賞
作
品
は
、
市
立
図
書
館
と

豊
田
支
所
に
掲
示
し
、
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
右
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
で
も
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
係
（
豊
田
支

所
内
）

☎
�
３
１
１
２
（
内
線
５
４
３
）

中
野
市
子
ど
も
読
書
活
動

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
賞
」
の
募
集
結
果

▲ＱＲコード

開催

中
山
晋
平
記
念
館
　

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

　
「
童
謡
・
唱
歌
の
ふ
る
さ
と
」
と
し
て
、

音
楽
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
公
募
に
よ
り
地
元
音
楽
団
体
が
出

演
す
る
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
期
日　

3
月
11
日
㈯

○
時
間　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

○
会
場　

中
山
晋
平
記
念
館

○
入
館
料　

公
演
時
無
料

○
出
演
団
体　

レ
イ
ン
ボ
ー
ズ
中
野

（
ハ
ー
モ
ニ
カ
）、
ク
ー
ル
・
ド
・
ソ
レ

イ
ユ（
合
唱
）、S サ

ボ

ン

abon N

ノ

ー

ト

ote

（
ギ
タ
ー
・

サ
ッ
ク
ス
・
歌
）

○
内
容　

晋
平
・
辰
之
メ
ロ
デ
ィ
ー
、
中

野
市
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ「
空
み
あ
げ
て
」

の
演
奏
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

中
山
晋
平
記
念
館

☎
�
７
０
５
０

クール・ド・ソレイユ

レインボーズ中野

Sabon Note

　

平
成
28
年
長
野
県
市
町
村
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
、
広
報
な
か
の
11
月
号

が
、「
広
報
紙
・
市
の
部
」
の
最
優
秀
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

広
報
な
か
の
11
月
号
は
、巻
頭
に「
ち
ょ

う
ど
い
い
田
舎 

信
州
中
野
で
暮
ら
す
」

と
題
し
た
特
集
を
組
み
、
市
内
に
移
住
さ

れ
て
き
た
ご
家
族
の
体
験
談
や
、
東
京
の

移
住
相
談
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
広
報
な
か

の
は
平
成
25
年
か
ら
４
年
連
続
で
の
入
賞

と
な
り
ま
す
。
今
後
も
、
よ
り
良
い
広
報

紙
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、ご
愛
読
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

庶
務
課
秘
書
広
報
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
１
２
）

「
広
報
な
か
の
」
が
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た

▲コンクール最優
秀賞作品。11 月号
の表紙は、一枚写
真の部でも奨励賞
を受賞しました。

中野市みなみ保育園イメージ図
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防災 消防団員を募集しています

 中野市消防団では、消防団員を募集してい
ます。
 消防団は「自分たちのまちは自分たちで守
る」という精神の下で、災害活動をはじめと
し、火災予防広報や応急手当の普及啓発など、
地域に密着した活動を行っています。
 また、独身団員が地域に根付いた活躍がで
きるよう結婚支援事業を行ったり、女性団員
による寸劇や音楽隊の演奏を通じて市民の皆
さんとコミュニケーションを図ったりと幅広
い活動を展開しています。
 地域防災の要となる消防団のさらなる飛躍
には、男女問わず幅広い年齢層の方々の活躍
が必要です。あなたも一緒に活動しませんか。

問い合わせ先 消防課消防係（岳南広域消防組合中野消防署内） ☎（２２）33８６

※消防団員には、年額報酬や出動手当が支給されるほか、
消防団員等公務災害補償等共済制度、退職報償金制度
などの各種制度があります。

〇入団資格
・市内に居住、または勤務している方
・年齢18歳以上の健康な方

若者住宅の入居者を募集しています
 市では、若者住宅の入居者を募集しています。
 若者住宅とは、地域活性化促進を目的に、将来にわたって本市に定住しようとする若者世帯を対象と
した市営住宅です。
 入居に関するお問い合わせは随時受け付けていますので、お気軽にご連絡ください。

住宅

問い合わせ先　都市計画課建築住宅係 ☎（２２）２111（内線２７3）

若者住宅の概要
○住所 永江100番地28
○家賃 ４万5千円～４万７千円
○構造 木造一部鉄骨コンクリート3階建て
○間取り ２ＬＤＫＹ（10畳、8.5畳、153.36㎡）
○建設年度 平成12年度～13年度
○トイレ 洋式水洗

入居資格
次の条件全てに該当する方
・現に同居し、または同居しようとする夫婦
 （届出をしていないが事実上婚姻関係と同様の事情にあ
る者、その他の婚姻の予約者を含む）
・45歳以下の者で構成する世帯
・使用者および同居する親族の総所得年額が780万円未満
・将来にわたり本市に居住する
・市税などを滞納していない
・暴力団員でない
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４
月
か
ら
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

（
総
合
事
業
）
が
始
ま
り
ま
す
。

　
６５
歳
以
上
の
全
て
の
方
が
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
で
き
る
だ
け
自

立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
身

体
の
状
態
や
必
要
性
に
合
わ
せ
た

さ
ま
ざ
ま
な
介
護
予
防
と
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
が

４
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
事
業

者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
方
が
参
画

し
、
幅
広
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
こ
と
で
、
地
域
の
支
え
合
い
の

体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
高
齢
者
の
皆
さ

ん
が
で
き
る
限
り
介
護
予
防
に
努

め
、
地
域
や
家
庭
の
中
で
何
ら
か

の
役
割
を
担
い
な
が
ら
生
活
で
き

る
よ
う
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

何が変わるの？

平成 29 年３月まで 平成 29 年４月から

介護サービス（要介護１～５）

介護予防サービス（要支援１・２）

○介護予防訪問リハビリテーション
○介護予防通所リハビリテーション
○介護予防訪問入浴介護
○介護予防福祉用具貸与　　　　など

○介護予防訪問介護（ホームヘルプ
サービス）
○介護予防通所介護（デイサービス）

介護サービス（要介護１～５）

介護予防サービス（要支援１・２）

総合事業

介護予防事業 移行

変更なし

変更
なし

介護予防・生活支援サービス事業

移行

一般介護予防事業

○訪問型サービス：ホームヘルパーなど
　による掃除洗濯などの支援
○通所型サービス：デイサービスなどに
　通い、運動やレクリエーションを日帰
　りで行う

要支援認定を受けている方は
　　　　　　　　　大きな変更はありません
　事業の枠組みが変わる以外は、サービス内容などに
大きな変更はありません。
　料金体系や事業所・提供者が変更になる可能性はあ
りますが、原則現在と同じサービスを利用できます。

介護予防サービスの一部が
　　　　　　　　　「総合事業」に移行します
　要支援１または要支援２の認定を受けた方が利用して
いる介護予防サービスのうち、「介護予防訪問介護（ホー
ムヘルプサービス）」と「介護予防通所介護（デイサー
ビス）」が「総合事業」に移行します。
　市では、現行のサービスを受けている方が、現在と変
わらずにサービスを利用できる体制を保ちながら、４月
から新たにサービスを提供していく予定です。

※対象者　65歳以上の全ての方

※対象者
　○要支援１・２の方
　○基本チェックリストで生活機能の低下が
　　あると判断された方
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新
制
度
移
行
の
時
期
は

○
新
た
に
要
介
護
認
定
を
申

請
す
る
方

　
平
成
29
年
４
月
１
日
以
降

に
申
請
し
た
方
か
ら
新
制

度
サ
ー
ビ
ス
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

○
現
在
、
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
方

　
現
在
、
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
方
は
、
平
成
30

年
３
月
31
日
ま
で
に
順
次

新
制
度
サ
ー
ビ
ス
へ
移
行

し
ま
す
。

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

と
は

　
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

は
、
日
常
生
活
に
必
要
な
機

能
が
低
下
し
て
い
な
い
か
を

調
べ
る
2５
項
目
の
質
問
表
で

す
。
介
護
予
防
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
み
を
希

望
す
る
場
合
に
は
、
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
る
判

定
で
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で

き
ま
す
。

総合事業の利用の手順

65 歳以上で生活上で困っていることがある。介護予防に取り組みたいという方は．．．

高齢者支援課（地域包括支援センター）に相談する

問い合わせ先
高齢者支援課介護予防包括支援係（中野保健センター内）☎（２２）２１１１（内線３６６）

介護保険の認定申請をする

要介護１～５ 要支援１・２ 非該当

基本チェックリストによる判定を受ける

生活機能の低下
がみられる方

自立した生活
が送れる方

介護サービス
が利用できます

介護予防サービス
が利用できます

介護保険によるサービス

ケアマネジメント
地域包括支援センターなどで、介護
予防・日常生活支援サービスを利用
するため、本人や家族と相談し、ケ
アプランを作成（利用計画を作成）

※要支援１・２と判定された方は、「介護予
防サービス」と「介護予防・生活支援サー
ビス事業」の利用が可能です。重複するサー
ビスは利用できません。

※総合事業の対象者になった後や、サービス
利用後でも、要介護認定を申請することが
できます。

要介護１～５の方 要支援１・２の方

介護予防・生活支援
サービス事業
が利用できます

要支援１・２の方、または
基本チェックリストで生活
機能の低下がみられる方

一般介護予防事業
が利用できます

65 歳以上の全ての方

総合事業によるサービス

スタート

※介護保険の認定には、約１カ月かかります。
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名称 児童扶養手当 特別児童扶養手当 児童手当

目的
　父母の離婚などにより、父または母と生計を同じくしていない児童を養育しているひとり親
家庭などの生活の安定と自立を助け、児童の福祉の増進を図ることを目的として支給されます。

　精神または身体に中度以上の障がいのある満 20 歳未満の児童
の福祉の増進を図ることを目的として支給されます。

　児童を養育している方に対し、家庭での生活
の安定に寄与するとともに、児童の健やかな成
長に資することを目的として支給されます。

手当の
対象者

　次の条件に当てはまる児童（18 歳に達した日以降の最初の3月 31 日までの者。なお、児童
が 18 歳に達した場合で、政令で定める障がいの状態であるときは 20 歳未満の者。）を養育し
ている父もしくは母、または父母にかわって児童と同居し養育している方。

＜支給の対象となる児童＞
①父母が婚姻を解消した児童
②父または母が死亡した児童
③父または母が重度の障がいの状態（国民年金の障害等級が１級程度）にある児童
④父または母の生死が明らかでない児童
⑤父または母から引き続き１年以上遺棄されている児童
⑥父または母がＤＶ保護命令を受けた児童
⑦父または母が法令により引き続き１年以上拘禁されている児童
⑧母が婚姻によらないで生まれた児童
※父、母、養育者または児童が公的年金を受けることができる場合で、児童扶養手当額より低

額の公的年金を受けている方については、その差額分の手当を受けることができる場合があ
ります。

　次の条件に当てはまる障がいのある満 20 歳未満の児童を監護
する父もしくは母、または父母にかわって児童と同居し養育し
ている方。なお、各級の障がいの程度は政令第１条第3項別表
第3で定める状態であり、認定審査は診断書などにより判定医
が判定します。
＜支給の対象となる児童＞
◎特別児童扶養手当１級
　①身体障害者手帳のおおむね１級･２級程度に該当する児童
　　（内部的疾患を含む）
　②療育手帳の判定がＡ程度の知的障がい、または同程度の精

神障がいに該当する児童
◎特別児童扶養手当２級
　①身体障害者手帳のおおむね3級程度に該当する児童
　　（内部的疾患を含む）
　②療育手帳の判定がＢ１程度の知的障がい、または同程度の

精神障がいに該当する児童
※児童が障がいによる公的年金を受けられる場合や、児童が児

童福祉施設（保育所･通園施設などを除く）に入所している
場合は受給できません。（ただし、受給者などと一緒に入所の
際は受給できる場合があります）

　次の条件に当てはまる児童を監護し、かつ生
計を同一にする父もしくは母、または父母にか
わって児童を監護し、かつその生計を維持して
いる方。
＜支給の対象となる児童＞
　日本国内に居住し、0歳から中学校修了まで

（15 歳に達した日以降の最初の3月 31 日まで）
の児童

所得制限
※扶養の状況に
より限度額に
加算できる場
合があります

※手当を受ける方や、扶養義務者などの前年の所得が限度額以上ある場合は、手当の全部また
は一部が支給停止されます。

※手当を受ける方やその配偶者および扶養義務者の前年の所得
が限度額以上ある場合は、手当の支給が停止されます。

※手当を受ける方の前年の所得が限度額以上あ
る場合は、特例給付の額となります。

支給額
支給月

【手当月額】平成 28 年８月改定（平成 29 年４月改定予定）

【支給月】　４月、８月、12 月、（各月 11 日）

【手当月額】平成 28 年４月改定（平成 29 年４月改定予定）

【支給月】　４月、８月、11 月（各月 11 日）

【手当月額】

※第3子以降とは、高校卒業まで（18 歳に達し
た日以降の最初の3月 31 日まで）の養育して
いる児童のうち、3番目以降の子をいいます。

【支給月】　6月、10 月、２月（各月 10 日）

手続き

〇認定請求書を提出し市長の認定を受けることで支給されます。
【必要書類】①請求者と対象児童の戸籍謄本
　　　　　 ※子の入籍後の戸籍謄本（親子が一緒になっていて離婚の記載があるもの）。
　　　　　 　ただし、子の入籍が間に合わない場合は父または母と子の戸籍謄本を１通ずつ
　　　　　 ②請求者と対象児童の保険証
　　　　 　③請求者本人名義の通帳
　　　　　 ④年金手帳
　　　　　 ⑤マイナンバーカードまたは通知カードと身分証明できるもの
　　　　 　⑥その他必要書類

〇認定請求書を提出し県知事の認定を受けることで支給されます。
【必要書類】①請求者と対象児童の戸籍謄本
　　　　　 ②請求者と対象児童が含まれる世帯全員の住民票
　　　　 　③所定の診断書（療育手帳のＡ判定または身体障害
　　　　 　　者手帳の１～3級が交付されている場合は、その
　　　　 　　写しにより診断書を省略できる場合があります）
　　　　 　④マイナンバーカードまたは通知カードと身分証明
　　　　　　 できるもの
　　　　　 ⑤その他必要書類

〇出生や転入により新たに受給資格が生じた場
合には、認定請求書を提出し市長の認定を受
けることで支給されます。公務員の方は勤務
先での申請となります。

【必要書類】①請求者の保険証
　　 　　　②請求者本人名義の通帳
　 　　　　③マイナンバーカードまたは通知　
　　　　　　 カードと身分証明できるもの
　　　　　 ④その他必要書類

等級 対象児童１人につき

１級 51,500 円

２級 34,300 円

扶養親族
の人数

請求者本人の
所得制限限度額

配偶者、扶養義務者の
所得制限限度額

0人 459.6 万円 628.7 万円
１人 497.6 万円 653.6 万円
２人 535.6 万円 674.9 万円
3人 573.6 万円 696.2 万円
４人 611.6 万円 717.5 万円
５人 649.6 万円 738.8 万円

扶養親族などの人数 所得制限限度額
0人 622 万円
１人 660 万円
２人 698 万円
3人 736 万円
４人 774 万円
５人 812 万円

所得制限限度額未満 所得制限
限度額以上

3歳未満（一律） 15,000 円
特例給付額
5,000 円

3歳～
小学生

第１、２子 10,000 円
第3子以降 15,000 円

中学生（一律） 10,000 円

※受給資格があっても請求しないと手当が受給できませんのでご注意ください。
　詳しくは、市公式ホームページをご覧いただくか担当課へお問い合わせください。
　市公式ホームページ　http://www.city.nakano.nagano.jp/categories/soshiki/kodomo/kosodate/
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名称 児童扶養手当 特別児童扶養手当 児童手当

目的
　父母の離婚などにより、父または母と生計を同じくしていない児童を養育しているひとり親
家庭などの生活の安定と自立を助け、児童の福祉の増進を図ることを目的として支給されます。

　精神または身体に中度以上の障がいのある満 20 歳未満の児童
の福祉の増進を図ることを目的として支給されます。

　児童を養育している方に対し、家庭での生活
の安定に寄与するとともに、児童の健やかな成
長に資することを目的として支給されます。

手当の
対象者

　次の条件に当てはまる児童（18 歳に達した日以降の最初の3月 31 日までの者。なお、児童
が 18 歳に達した場合で、政令で定める障がいの状態であるときは 20 歳未満の者。）を養育し
ている父もしくは母、または父母にかわって児童と同居し養育している方。

＜支給の対象となる児童＞
①父母が婚姻を解消した児童
②父または母が死亡した児童
③父または母が重度の障がいの状態（国民年金の障害等級が１級程度）にある児童
④父または母の生死が明らかでない児童
⑤父または母から引き続き１年以上遺棄されている児童
⑥父または母がＤＶ保護命令を受けた児童
⑦父または母が法令により引き続き１年以上拘禁されている児童
⑧母が婚姻によらないで生まれた児童
※父、母、養育者または児童が公的年金を受けることができる場合で、児童扶養手当額より低

額の公的年金を受けている方については、その差額分の手当を受けることができる場合があ
ります。

　次の条件に当てはまる障がいのある満 20 歳未満の児童を監護
する父もしくは母、または父母にかわって児童と同居し養育し
ている方。なお、各級の障がいの程度は政令第１条第3項別表
第3で定める状態であり、認定審査は診断書などにより判定医
が判定します。
＜支給の対象となる児童＞
◎特別児童扶養手当１級
　①身体障害者手帳のおおむね１級･２級程度に該当する児童
　　（内部的疾患を含む）
　②療育手帳の判定がＡ程度の知的障がい、または同程度の精

神障がいに該当する児童
◎特別児童扶養手当２級
　①身体障害者手帳のおおむね3級程度に該当する児童
　　（内部的疾患を含む）
　②療育手帳の判定がＢ１程度の知的障がい、または同程度の

精神障がいに該当する児童
※児童が障がいによる公的年金を受けられる場合や、児童が児

童福祉施設（保育所･通園施設などを除く）に入所している
場合は受給できません。（ただし、受給者などと一緒に入所の
際は受給できる場合があります）

　次の条件に当てはまる児童を監護し、かつ生
計を同一にする父もしくは母、または父母にか
わって児童を監護し、かつその生計を維持して
いる方。
＜支給の対象となる児童＞
　日本国内に居住し、0歳から中学校修了まで
（15 歳に達した日以降の最初の3月 31 日まで）
の児童

所得制限
※扶養の状況に
より限度額に
加算できる場
合があります

※手当を受ける方や、扶養義務者などの前年の所得が限度額以上ある場合は、手当の全部また
は一部が支給停止されます。

※手当を受ける方やその配偶者および扶養義務者の前年の所得
が限度額以上ある場合は、手当の支給が停止されます。

※手当を受ける方の前年の所得が限度額以上あ
る場合は、特例給付の額となります。

支給額
支給月

【手当月額】平成 28 年８月改定（平成 29 年４月改定予定）

【支給月】　４月、８月、12 月、（各月 11 日）

【手当月額】平成 28 年４月改定（平成 29 年４月改定予定）

【支給月】　４月、８月、11 月（各月 11 日）

【手当月額】

※第3子以降とは、高校卒業まで（18 歳に達し
た日以降の最初の3月 31 日まで）の養育して
いる児童のうち、3番目以降の子をいいます。

【支給月】　6月、10 月、２月（各月 10 日）

手続き

〇認定請求書を提出し市長の認定を受けることで支給されます。
【必要書類】①請求者と対象児童の戸籍謄本
　　　　　 ※子の入籍後の戸籍謄本（親子が一緒になっていて離婚の記載があるもの）。
　　　　　 　ただし、子の入籍が間に合わない場合は父または母と子の戸籍謄本を１通ずつ
　　　　　 ②請求者と対象児童の保険証
　　　　 　③請求者本人名義の通帳
　　　　　 ④年金手帳
　　　　　 ⑤マイナンバーカードまたは通知カードと身分証明できるもの
　　　　 　⑥その他必要書類

〇認定請求書を提出し県知事の認定を受けることで支給されます。
【必要書類】①請求者と対象児童の戸籍謄本
　　　　　 ②請求者と対象児童が含まれる世帯全員の住民票
　　　　 　③所定の診断書（療育手帳のＡ判定または身体障害
　　　　 　　者手帳の１～3級が交付されている場合は、その
　　　　 　　写しにより診断書を省略できる場合があります）
　　　　 　④マイナンバーカードまたは通知カードと身分証明
　　　　　　 できるもの
　　　　　 ⑤その他必要書類

〇出生や転入により新たに受給資格が生じた場
合には、認定請求書を提出し市長の認定を受
けることで支給されます。公務員の方は勤務
先での申請となります。

【必要書類】①請求者の保険証
　　 　　　②請求者本人名義の通帳
　 　　　　③マイナンバーカードまたは通知　
　　　　　　 カードと身分証明できるもの
　　　　　 ④その他必要書類

問い合わせ・提出先　子育て課子ども支援係　☎（２２）２１１１（内線3５6）

扶養親族
の人数

請求者本人の所得制限限度額 孤児などの養育者、配偶者、
扶養義務者の所得制限限度額全部支給 一部支給

0人 19 万円 192 万円 236 万円
１人 57 万円 230 万円 274 万円
２人 95 万円 268 万円 312 万円
3人 133 万円 306 万円 350 万円
４人 171 万円 344 万円 388 万円
５人 209 万円 382 万円 426 万円

区分 月額
児童加算額

第２子 第３子以降
（1人につき）

全部支給 42,330 円 10,000 円 6,000 円

一部支給 所得額に応じ
42,320 ～ 9,990 円

所得額に応じ
9,990 ～ 5,000 円

所得額に応じ
5,990 ～ 3,000 円

児童扶養手当・特別児童扶養手当・児童手当のこと
ご存知で

すか?

児童関係
の
手当
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こ
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ら
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け
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い
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だ
け
る
限
り
、
活
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い
き
た
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す
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○
ぽ
ん
ぽ
こ
寄
席

　
ぽ
ん
ぽ
こ
の
湯
が
開
湯
し
た
ば
か
り
の

こ
ろ
に
、
開
催
の
依
頼
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
寄
席
の
お
客
さ
ん
は
、
お
風
呂
上
が

り
の
休
憩
や
食
事
を
と
り
な
が
ら
、
寄
席

を
見
て
い
る
の
で
、
反
応
が
薄
い
と
き
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
た
ち
の

実
践
の
場
と
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
心
を
強
く

す
る
経
験
の
場
所
は
ほ
か
に
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
定
期
的
に
芸
を
披
露
す
る
場

が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
励
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
寄
席
を
楽
し
み
に
温
泉
に
来
て
い

る
方
も
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
続
け
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

○
市
民
の
皆
さ
ん
へ

　
地
元
の
温
泉
へ
入
り
に
来
た
つ
い
で

に
、
落
語
を
聞
い
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
多
様
な
本
職
を
持

ち
、
芸
も
独
学
で
磨
い
て
お
り
、
最
近
で

は
、
若
手
の
会
員
が
漫
才
や
コ
ン
ト
に
も

挑
戦
し
て
い
ま
す
。
お
囃
子
や
マ
ジ
ッ
ク

も
お
客
さ
ん
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う

な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

　
落
語
に
興
味
の
あ
る
人
な
ど
は
、
お
気

軽
に
寄
席
に
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
き
、
舞

台
を
楽
し
み
な
が
ら
、
演
芸
好
き
や
落
語

愛
好
家
の
仲
間
を
作
っ
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
。

　
晋
平
の
里
間
山
温
泉
公
園
ぽ
ん
ぽ
こ
の

湯
で
毎
月
第
３
日
曜
日
に
行
わ
れ
る
「
ぽ

ん
ぽ
こ
寄
席
」
。
今
年
１
月
に
２
５
０
回

目
を
迎
え
、
恒
例
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着

し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
落
語
愛
好
家
が
集
い
、
市
内

外
で
寄
席
を
行
い
、
笑
い
で
会
場
を
沸
か

す
中
野
市
落
語
研
究
会
の
皆
さ
ん
に
お
話

を
聞
き
ま
し
た
。

○
50
周
年
を
迎
え
て

　
素
人
の
落
語
愛
好
家
同
士
で
声
を
掛
け

合
っ
て
結
成
し
た
こ
の
研
究
会
も
、
昨
年

の
７
月
で
結
成
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
寄
席
で
落
語
の
前
に
披
露
す
る
お
囃は

や

し子

や
マ
ジ
ッ
ク
の
こ
と
を
色
物
と
い
い
、
会

員
の
中
に
は
、
色
物
を
や
っ
て
く
れ
る
人

も
い
ま
す
。
最
近
は
、
高
校
生
の
と
き
に

落
語
を
友
達
の
前
で
や
っ
て
い
て
、
そ
れ

が
楽
し
く
て
研
究
会
に
入
っ
て
く
れ
た
人

や
、
お
笑
い
芸
人
の
養
成
所
で
漫
才
を
学

ん
で
い
た
人
が
研
究
会
に
入
っ
て
き
て
く

れ
て
い
ま
す
。
先
月
の
「
ぽ
ん
ぽ
こ
寄
席

第
２
５
０
回
記
念
・
中
野
落
研
結
成
50
周

年
祝
い
寄
席
」
で
、
若
手
の
会
員
が
コ
ン

ト
を
披
露
し
、
今
ま
で
と
は
一
味
違
う
寄

席
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
活
動
が
少
な
く
な
っ
た
時
期
も
あ
り
ま

し
た
が
、
長
年
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
お
誘
い

の
声
を
掛
け
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
今
日

ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま

お
風
呂
上
が
り
に

中野のチカラキラ
リ No.44

■
今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
「
中
野
土
人
形
（
子
守
り
猫
）」

　
（
奈
良
由
紀
夫
さ
ん
制
作
）　　

…
２
人

問
題　
中
野
市
と
音
楽
姉
妹
都
市
提

携
を
し
て
い
る
２
つ
の
市
は
ど
こ
で

し
ょ
う
？　

「
大
分
県
○
○
市
と
宮
城
県
●
●
市
」

広
報
ク
イ
ズ

383-8614

（
住
所
記
載
不
要
）

中
野
市
庶
務
課

 

　
秘
書
広
報
係 

行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
世
帯
主

　
ク
イ
ズ
の
答
え
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
世
帯
主
名
を
記
入
の
上
、
今

月
の
広
報
で
参
考
に
な
っ
た
記
事
、
今
後

知
り
た
い
情
報
な
ど
を
は
が
き
に
書
い

て
、
次
の
宛
先
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り
　

３
月
24
日
㈮
必
着

※
当
選
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を
も
っ
て

　
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

先
月
号
の
答
え
　
子
ど
も
議
会
に
参
加
し

た
児
童
の
人
数
は
？　

　
　
　
　
　
　
　

答
え
・・・「
１
５
２
人
」

中野市落語研究会

笑
い
は
い
か
が
？
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池
田
市
長
の

わ
く
わ
く
レ
ポ
ー
ト
vol．40

　
今
年
１
月
に
中
野
市
が
仙
台
市
、
竹
田

市
と
音
楽
姉
妹
都
市
提
携
を
し
て
50
周
年

を
迎
え
た
。
世
に
姉
妹
都
市
は
多
々
あ
る

が
、
音
楽
を
も
っ
て
姉
妹
都
市
と
し
て
高

ら
か
に
う
た
っ
て
い
る
都
市
提
携
は
珍
し

い
と
い
え
る
。
半
世
紀
に
わ
た
り
音
楽
を

絆
と
し
て
、
様
々
な
交
流
を
継
続
し
て
き

た
こ
と
は
、
感
慨
深
く
、
ま
た
意
義
深
い

も
の
が
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
姉
妹
都
市
・
友
好
都
市
等（
以

下
、
姉
妹
都
市
等
）
は
、
マ
ン
ネ
リ
化
が

進
み
、
関
連
予
算
や
事
業
が
縮
小
傾
向
に

あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
一
方
で
、
昨

今
、
地
方
創
生
の
流
れ
の
中
で
、
交
流
・

連
携
・
協
働
が
こ
れ
か
ら
の
地
域
発
展
の

重
要
な
要
素
と
い
わ
れ
、「
都
市
間
連
携
」

の
重
要
性
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
状
況

に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
に
あ
っ
て
、
音
楽
姉

妹
都
市
連
携
が
半
世
紀
に
わ
た
り
継
続
し

て
き
た
こ
と
、
ま
た
、
未
来
に
向
け
て
友

好
の
絆
を
継
承
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め

の
共
同
宣
言
を
取
り
交
わ
す
こ
と
が
で
き

た
こ
と
は
、
歓
喜
に
堪
え
な
い
。

　
姉
妹
都
市
は
全
国
で
70
％
以
上
の
自
治

体
が
一
つ
以
上
の
都
市
と
提
携
を
結
ん
で

い
る
と
い
わ
れ
、
そ
の
目
的
も
文
化
、
観

光
、
経
済
、
防
災
、
環
境
保
全
と
い
っ

た
、
幅
広
い
分
野
に
ま
た
が
る
。
中
野
市

も
、
音
楽
姉
妹
都
市
の
仙
台
市
、
竹
田
市

の
ほ
か
に
姉
妹
都
市
と
し
て
北
茨
城
市
が

あ
り
、
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
結
ん
だ

埼
玉
県
坂
戸
市
や
東
京
都
中
野
区
な
ど
が

あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
50
年
先
を
見
据
え
て
姉
妹
都

市
等
提
携
・
協
定
締
結
を
し
て
い
た
だ
い

た
自
治
体
と
の
交
流
を
充
実
さ
せ
て
い
く

た
め
に
、
私
た
ち
は
知
恵
を
出
し
合
い
、

不
断
の
努
力
が
必
要
だ
。

　
交
流
人
口
を
増
や
し
、
地
域
の
活
力
を

増
進
す
る
た
め
に
も
、
し
っ
か
り
と
し
た

仕
組
み
作
り
が
行
政
に
も
問
わ
れ
て
お

り
、
一
方
で
市
民
レ
ベ
ル
で
の
認
知
度
や

関
心
度
を
高
め
る
行
動
が
必
要
だ
と
思
っ

て
い
る
。

　
東
日
本
大
震
災
を
機
に
、「
絆
」
の
大

切
さ
が
再
認
識
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
、
交
流

の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
連
携
へ
の
取
組
手
法
な

ど
、
新
た
な
展
開
に
向
け
て
の
一
層
の
創

意
工
夫
が
必
要
だ
と
、
自
ら
に
問
う
て
い

る
。

　
50
年
の
節
目
を
迎
え
、
ま
ず
は
、
音
楽

姉
妹
都
市
の
仙
台
市
、
竹
田
市
を
始
め
と

す
る
連
携
都
市
と
の
絆
の
深
化
を
図
る
こ

と
、
加
え
て
国
際
化
に
も
対
応
し
て
い
き

た
い
と
思
う
。

都
市
間
交
流
に
つ
い
て
思
う

Facebook
QRコード

最終回のごはん会は…
『キノコな 1 日』です。
開催日　3 月 20 日㈪
場所　なんだ屋
　　　 （穴田 794-1）
夜は、キャンドルを灯します♪
※詳しくは、Facebook を　ご覧ください

　平成 27 年 8 月から、地域おこし協力隊として活動をし
てきましたが、3 月末をもって卒業することになりまし
たので、ご報告させていただきます。
　協力隊活動を通して大勢の方と出会い、さまざまな事
を教わりながら、皆さんの地域への強い思いを知りまし
た。ここで一人の地域住民として、自分の家庭を築きな
がらより深く地域に関わりたいと思うようになり、「信州
中野に住む本当の理由」を見つけることができました。
　４月からは果樹農家を目指し修業に入ります。引き続
き豊田地域を拠点に暮らしますので、これからもよろし
くお願いします！　　　　　　　　　　　　　内山　奈月

最終回
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　国民年金は、国が運営する公的年金です。国民年金は終身年金なので、受給開始から生涯にわたって老齢
基礎年金を受け取ることができ、老後の安定した収入を確保することができます。また、けがや病気で収入
が途絶えてしまったときのための障害基礎年金、万が一のとき残された家族のために支給される遺族基礎年
金など、国民年金には、老後のためだけではなく、さまざまな生活の場面を補償する制度があります。
　保険料を納付することは、年金を受け取る権利を得るために大切なことです。

国民年金特集
～３つの基礎年金があります～

2017

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め

に
は
、
保
険
料
納
付
済
期
間
（
厚

生
年
金
や
共
済
組
合
の
加
入
期
間

を
含
む
）
と
保
険
料
免
除
期
間
な

ど
を
合
算
し
た
期
間
が
、
原
則
と

し
て
25
年
以
上
必
要
で
す
。

※
平
成
29
年
８
月
に
10
年
に
短
縮

さ
れ
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額

　
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で

（
加
入
可
能
年
数
40
年
）
の
保
険

料
を
全
て
納
め
る
と
、
満
額
の
老

齢
基
礎
年
金
が
受
け
取
れ
ま
す
。

※
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の

間
に
任
意
加
入
（
第
２
号
被
保

険
者
を
除
く
）
を
し
て
、
満
額

の
年
金
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
開
始
年
齢

◆
繰
り
上
げ
受
給

　
老
齢
基
礎
年
金
は
、
原
則
と
し

て
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
が
、

希
望
す
れ
ば
60
歳
か
ら
65
歳
に
な

る
ま
で
の
間
で
も
繰
り
上
げ
て
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
請
求
し
た
時
点
に
応

じ
て
年
金
が
減
額
さ
れ
、
そ
の
減

額
率
は
一
生
変
わ
り
ま
せ
ん
。

◆
繰
り
下
げ
受
給

　
希
望
す
れ
ば
66
歳
以
降
、
繰
り

下
げ
て
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
請
求
し
た
時
点
に
応
じ

て
年
金
が
増
額
さ
れ
、
そ
の
増
額

率
は
一
生
変
わ
り
ま
せ
ん
。

条
件
そ
の
１
（
初
診
日
）

　
障
害
基
礎
年
金
は
、
次
の
条
件

の
全
て
に
該
当
す
る
方
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

　
20
歳
前
、
国
民
年
金
の
被
保
険

者
期
間
中
、
ま
た
は
被
保
険
者
の

資
格
を
失
っ
た
後
で
も
60
歳
以
上

65
歳
未
満
で
日
本
国
内
に
住
ん
で

い
る
間
に
、
障
が
い
の
原
因
と
な

る
病
気
や
け
が
の
初
診
日
が
あ
る

こ
と
。
た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金

の
繰
上
げ
受
給
の
方
は
除
き
ま
す
。

条
件
そ
の
２
（
障
が
い
の
程
度
）

　
障
が
い
の
程
度
が
、
20
歳
に
達

し
た
と
き
、
ま
た
は
障
が
い
認
定

日
に
お
い
て
、
国
民
年
金
の
障
が

い
等
級
１
級
ま
た
は
２
級
の
い
ず

れ
か
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。

条
件
そ
の
３
（
保
険
料
納
付
）

　
次
の
保
険
料
納
付
要
件
の
い
ず

れ
か
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

○
初
診
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月

ま
で
の
被
保
険
者
期
間
の
う

ち
、
保
険
料
納
付
済
期
間
と
保

険
料
免
除
期
間
を
合
わ
せ
た
期

間
が
３
分
の
２
以
上
で
あ
る
こ

と
。

○
初
診
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月

ま
で
の
直
近
の
１
年
間
に
、
保

険
料
の
未
納
期
間
が
な
い
こ

と
。

※
初
診
日
が
20
歳
前
に
あ
る
と
き

　
は
、
保
険
料
納
付
要
件
は
不
要
。

　
傷
病
（
障
が
い
の
原
因
と
な
っ

た
病
気
や
け
が
）
に
つ
い
て
、
初

め
て
医
師
な
ど
の
診
療
を
受
け
た

日
を
い
い
ま
す
。

※
同
一
傷
病
で
転
医
が
あ
っ
た
場

　
合
は
、
一
番
初
め
に
診
療
を
受

　
け
た
日
が
初
診
日
と
な
り
ま
す
。

　
障
が
い
の
程
度
を
定
め
る
日
の

こ
と
で
、
そ
の
障
が
い
の
原
因
と

な
っ
た
傷
病
に
つ
い
て
の
初
診
日

か
ら
起
算
し
て
１
年
６
カ
月
を
経

過
し
た
日
、
ま
た
は
１
年
６
カ
月

以
内
に
そ
の
傷
病
が
治
っ
た
場
合

（
症
状
が
固
定
し
た
場
合
）
は
そ

の
日
を
い
い
ま
す
。

初
診
日
と
は
？

障
が
い
認
定
日
と
は
？

障害基礎年金１級　974,125 円＋子の加算額
障害基礎年金２級　779,300 円＋子の加算額

※18歳到達年度の末日までの間にある子（または１級・
２級の障がいの状態にある 20 歳未満）がある場合、
加算されます。

②平成 ２9 年度障害基礎年金の年金額

子２人まで　　（子１人につき）224,300 円
子３人目から　（子１人につき）　74,800 円

老
齢
基
礎
年
金

３
つ
の
基
礎
年
金

①

障
害
基
礎
年
金

②

①平成2９年度 老齢基礎年金額（満額）
779,300円（月額64,941円）

※免除期間がある場合、その月数と免除になった保険料の
　割合に応じて減額になります。

〈かっこ内の数字は平成21年３月以前に免除期間がある場合〉

【減額になる割合】
全額免除：４／８（２／６）　４分の３免除：５／８（３／６）
半額免除：６／８（４／６）　４分の１免除：７／８（５／６）
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遺
族
基
礎
年
金
は
、
次
の
い
ず

れ
か
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
場
合

に
、
死
亡
し
た
方
に
よ
っ
て
生
計

を
維
持
さ
れ
て
い
た
「
子
の
あ
る

配
偶
者
」
ま
た
は
「
子
」
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

遺
族
基
礎
年
金
支
給
の
要
件

①
国
民
年
金
の
被
保
険
者
で
あ
る

　
間
に
死
亡
し
た
と
き
。

②
国
民
年
金
の
被
保
険
者
で
あ
っ

た
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

で
、
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し

保
険
料
の
納
付
要
件

　
前
記
①
ま
た
は
②
の
場
合
、
死

亡
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月
ま
で

の
被
保
険
者
期
間
の
う
ち
、
保
険

料
納
付
済
期
間
と
保
険
料
免
除
期

間
を
合
わ
せ
た
期
間
が
３
分
の
２

以
上
で
あ
る
こ
と
、
も
し
く
は
、

死
亡
し
た
方
が
65
歳
未
満
で
あ
れ

ば
、
死
亡
日
の
属
す
る
月
の
前
々

月
ま
で
の
被
保
険
者
期
間
の
う
ち
、

直
近
１
年
間
に
、
保
険
料
の
未
納

期
間
が
な
い
こ
と
が
必
要
で
す
。

対
象
と
な
る
「
子
」
と
は
？

　
死
亡
時
、
18
歳
に
な
っ
た
年
度

の
年
度
末
ま
で
の
間
に
あ
る
子

（
ま
た
は
、
20
歳
未
満
で
１
級
ま

寡
婦
年
金
と
は
？

　
第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
の
保

険
料
納
付
済
期
間
と
保
険
料
免
除

期
間
を
合
わ
せ
て
25
年
（
平
成
29

年
８
月
か
ら
は
10
年
）
以
上
あ
る

夫
が
死
亡
し
た
と
き
に
、
夫
に

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
支
払

い
方
法
に
よ
っ
て
お
得
な
割
引
料

金
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
口
座
振
替
は
、
口
座
を
お
持
ち

の
金
融
機
関
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
ま

た
は
、
年
金
事
務
所
や
市
役
所
年

金
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

「
保
険
料
免
除
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。納付方法 １カ月分 ６カ月分 １年分 ２年分

現金支払（前納）
【割引額】

９8，14０円
800 円お得

1９4，37０円
３，510円お得

37９，56０円
14，400円お得

口座振替（前納）
【割引額】

16，44０円
50円お得

９7，82０円
1，120円お得

1９3，73０円
4，150円お得

378，32０円
15，640円お得

現金支払（月々） 16，4９０円 ９8，９4０円 1９7，88０円 3９3，９6０円

国民年金の保険料（平成２9年度）

よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
、
か
つ
、

夫
と
の
婚
姻
関
係
（
事
実
婚
を
含

む
）
が
10
年
以
上
継
続
し
て
い
る

妻
に
対
し
て
、
60
歳
か
ら
65
歳
に

な
る
ま
で
の
間
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
金
額
は
、
夫
の
第
１
号
被
保
険

者
期
間
に
つ
い
て
老
齢
基
礎
年
金

の
計
算
方
法
に
よ
り
計
算
し
た
額

の
４
分
の
３
に
な
り
ま
す
。

※
夫
が
老
齢
基
礎
年
金
や
障
害
基

　
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
た
場
合

　
は
請
求
で
き
ま
せ
ん
。

死
亡
一
時
金
と
は
？

　
死
亡
一
時
金
は
、
第
１
号
被
保

険
者
と
し
て
保
険
料
納
付
済
期
間

が
３
年
以
上
あ
る
方
が
死
亡
し
た

と
き
に
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
遺
族
の
範
囲
は
、配
偶
者
、子
、

父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹

の
順
番
で
、
死
亡
し
た
と
き
に
生

計
を
同
一
に
し
て
い
た
方
で
す
。

※
寡
婦
年
金
を
受
け
ら
れ
る
場
合

は
ど
ち
ら
か
一
方
を
選
択
し
ま

す
。

　
定
額
の
保
険
料
に
月
額
４
０
０

円
の
保
険
料
（
付
加
保
険
料
）
を

上
乗
せ
し
て
納
め
る
と
、
老
齢
の

基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ

さ
れ
ま
す
。

※
国
民
年
金
基
金
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
は
納
付
が
で
き
ま
せ
ん
。

付
加
年
金
と
は
？

遺
族
基
礎
年
金

③

国
民
年
金
保
険
料

③平成 ２9 年度 遺族基礎年金の年金額

子に支給されるとき　　　　　　　779,300 円＋２人目以降の子の加算額
　　　　　　　　　　　　　　　　（子の数で割った額が１人当たりの額）

子２人まで　　（子１人につき）224,300 円
子３人目から　（子１人につき）　74,800 円

※ 18 歳到達年度の末日までの間にある子（または１級・２級の障がいの状態にある 20
歳未満）がある場合、加算されます。

子のある配偶者に支給されるとき　779,300 円＋子の加算額

て
い
た
方
が
死
亡
し
た
と
き
。

③
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権
者
が

　
死
亡
し
た
と
き
。

④
保
険
料
納
付
済
期
間
と
保
険
料

免
除
期
間
を
合
わ
せ
て
25
年
以

上
あ
る
方
が
死
亡
し
た
と
き
。

（
平
成
29
年
８
月
か
ら
の
10
年

短
縮
は
対
象
外
）

生
計
維
持
と
は
？

　
「
死
亡
し
た
方
に
よ
っ
て
生
計

　
自
営
業
の
方
や
そ
の
配
偶
者
の

方
、
20
歳
以
上
の
学
生
や
ア
ル
バ

イ
ト
の
方
、
任
意
加
入
被
保
険
者

な
ど
の
『
第
１
号
被
保
険
者
』
へ

は
、
独
自
給
付
と
し
て
「
寡
婦
年

金
」
、
「
死
亡
一
時
金
」
お
よ
び

「
付
加
年
金
」
が
あ
り
ま
す
。

第
１
号
被
保
険
者
の

独
自
給
付

を
維
持
さ
れ
て
い
た
方
」
と
は
、

死
亡
当
時
、
死
亡
し
た
方
と
生
計

を
同
一
に
し
て
い
た
方
で
、
年
収

８
５
０
万
円
以
上
の
収
入
を
将
来

に
わ
た
っ
て
得
ら
れ
な
い
方
で
す
。

た
は
２
級
の
障
が
い
の
状
態
に
あ

る
子
）
で
、
か
つ
婚
姻
を
し
て
い

な
い
子
が
対
象
で
す
。

　
死
亡
時
、
胎
児
で
あ
っ
た
子
も

出
生
以
後
に
対
象
と
な
り
ま
す
。
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住民１人当たりの状況
人にかかるコスト ６万 ６，０００ 円
物にかかるコスト １3 万 8，０００ 円
移転支出的なコスト １8 万 7，０００ 円
その他のコスト 4，０００ 円
経常行政コスト 39 万 5，０００ 円

Ⓐ経常行政コスト（構成比） １80 億 １,739 万円
（１～４の計）

１　人にかかるコスト　（１6.7％）
30 億 １,028 万円

　▷人件費、退職手当引当金など

２　物にかかるコスト　（35.0％）
63 億　　25 万円

　▷物件費、維持補修費、減価償却費
３　移転支出的なコスト（４7.3％）

85 億 １,606 万円
　▷社会保障給付や補助金など
４　その他のコスト　　（１.１％）

１億 9,079 万円
　▷支払利息など

Ⓑ経常収益
8億 １,803 万円　▷使用料・手数料などの受益者

　　負担金

純経常行政コスト
（ⒶーⒷ） １7１ 億 9,936 万円

　▷市税、地方交付税などの一般
　　財源、国県支出金など

行政コスト計算書
（平成27年４月１日～平成28年３月３１日）

　資産形成を伴わない経常的な行政活動（福
祉サービスなど）に係るコストと、使用料・手
数料などの収入状況を示すものです。

行政コスト計算書から分かること
　経常行政コスト180億1,739万円に対して、受
益者負担は8億1,803万円です。
　残りの171億9,936万円は、受益者負担金以外
の一般財源（市税、地方交付税など）、国県支
出金などで賄われています。

期首純資産残高 707 億 5,４2４ 万円

１　純経常行政コスト △ １7１ 億 9，93６ 万円

２　財源調達 １６5 億 5，957 万円
　　▷地方税 57 億 8，8１8 万円
　　▷地方交付税 59 億 4，１６０ 万円
　　▷補助金 3１ 億 １，559 万円
　　▷その他 １7 億 １，42０ 万円
３　その他（臨時損益など） △ 9，53６ 万円

期末純資産残高 700 億 １,9１0 万円

純資産変動計算書
（平成27年４月１日～平成28年３月３１日）

　「純資産」が1年間でどのように増減したのか
を示しています。

期首資金残高 3億 3,338 万円

１　経常的収支 4１ 億 8，938 万円

２　公共資産整備収支 △４億 7，１24 万円

３　投資・財務的収支 △ 3１ 億 ６，84６ 万円

当期収支（現金増減額） ５億 ４,968 万円

期末資金残高 ８億 8,306 万円

資金収支計算書
（平成27年４月１日～平成28年３月３１日）

　1年間の歳計現金の流れを「経常的収支」、
「公共資産整備収支」、「投資・財務的収支」の
３つの区分に分け、どのような活動に資金を必要
としているかを示しています。

❖社会資本形成の世代間負担　
　公共資産に占める純資産合計の割合が高いほど将
来世代の負担は少なく、逆に地方債残高の割合が高
ければ将来世代の負担が大きいことが分かります。
　これまでの世代がすでに負担した資産の割合を示
す「現世代負担比率」は88．0％、将来世代が負担す
る資産の割合を示す「将来世代負担比率」は２3．9％
となっています。

❖有形固定資産の行政目的別割合
　公共資産に計上された有形固定資産
の行政目的別の割合から、どの行政分
野に社会資本整備の重点を置いてきた
かを把握することができます。
　行政目的別の割合は、生活インフラ
などが５6．7％、教育が２7．２％、産業振
興が6．9％などとなっています。

財務諸表から分かること

※表中の△は、マイナスを表しています。
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平成 ２７ 年度決算に基づく

中野市普通会計財務諸表

資産の部（これまでに積み上げてきた資産）
１　公共資産 795 億 3,8１１ 万円
（将来世代に引き継ぐ社会資本）

▷有形固定資産 795 億 3，7６０ 万円

▷売却可能資産 5１ 万円

２　投資等 88 億 ４,097 万円

▷投資及び出資金など 7億 4，7０６ 万円

▷貸付金、基金など 8０ 億 9，39１ 万円

３　流動資産 ４１ 億 6,４5１ 万円

▷現金預金 4０ 億 8，2６０ 万円

　（うち歳計現金） 　（8億8,306万円）

▷未収金 8，１9１ 万円

資産合計 925 億 ４,359 万円

負債の部（これからの世代が負担する金額）

１　固定負債 １99 億 3,１02 万円

▷地方債 １7０ 億 １，０24 万円

▷退職手当引当金 29 億 2，０78 万円

２　流動負債 25 億 9,3４7 万円

▷翌年度償還予定地方債 2０ 億 １，１58 万円

▷その他 ５億　8，１89 万円

負債合計 225 億 2,４４9 万円

純資産の部（これまでの世代が負担した金額）

純資産合計 700 億 １,9１0 万円

負債および純資産合計 925 億 ４,359 万円

住民１人当たりの状況

平成28年３月3１日現在の
住民基本台帳人口：45，６１６人

負　債 49万4，０００円

純資産 １53万5，０００円

資　産 2０2万9，０００円

貸借対照表
　貸借対照表は、会計年度末時点において市が保有する全ての「資産」や、その資産をどのような財源
（「負債」や「純資産」）で賄ってきたかを分かるように表したものです。
　左側に資産、右側には資産を形成した財源を負債と純資産に分けて対照表示することで、どのような資
産をどのような負担で蓄積してきたかが分かります。

　9２５億4,3５9万円の資産を保有し、そのうち700億1,910万
円（純資産合計）はこれまでの世代で支払済みであり、残
りの２２５億２,449万円（負債合計）は将来世代の負担で債務
を返済していくことになります。
　資産は、有形固定資産の減価償却や基金残高の減少など
により、昨年度と比較して7億8,709万円減少しました。負
債は、退職手当引当金の減少などにより昨年度と比較して
５,19５万円減少しました。

　市の財政状況を市民の皆さんに分かりやすくお知らせするため、新地方公会計制度に
基づき、総務省方式改訂モデルによる普通会計財務諸表を作成しました。

貸借対照表から分かること

（注）普通会計は、一般会計のみで構成されています。

（平成28年３月３１日現在）

※財務書類では、各項目で表示単位未満の数値を四捨五入しています。
　そのため、説明の中で数値が一致しない場合や、表中で合計が一致しない部分があります。



	

　市内在住の小学校就学前のお子さんを
募集します。（先着４人まで掲載）
　①お名前（ふりがな）②生年月日③性
別④応募者のお名前⑤住所⑥電話番号⑦
メッセージ（３０ 字まで）を明記し、写真
データを添付の上、3月 24 日㈮までに
Eメールなどでご応募ください。

  問い合わせ・応募先　
〒3８3―８６１４（住所記載不要）
庶務課秘書広報係
☎（２２）２１１１（内線２１２）
Ｅメール　koho@city.nakano.nagano.jp

わが家の
☆アイドル☆

3・4月の行事予定

子育て支援センター健康メモ活き
　生き！

 健康づくり課 ( 中野保健
センター内 )

 ☎（２２）２111（ 内線 ２4２）

　子育て支援センターでは、０歳から就学前までのお

子さんを対象に、毎月楽しい行事を行っています。

28２０１7．3 広報なかの

「ＣＫＤ」を知っていますか？

施 設 名 日　時 行　事

北部子育て
支援センター
（さくらんぼ）

3月22日㈬
午前 １0 時 30 分～

「さくらんぼ広場」
さりまさんと遊びましょう！

４月１3日㈭
午前 １１ 時～

「さくらんぼ広場」
ゆっくりお散歩しましょう！

中央子育て
支援センター
（りんごっこ）

3月１3日㈪
午前 １0 時 30 分～

「誕生会」
明

め い む

夢さんによる人形劇

４月１3日㈭
午前 １0 時 30 分～

「オアシス公園へ行こう」
お花見をしよう！

豊田子育て
支援センター
（うさぎっ子）

3月１4日㈫
午前 １１ 時～

「春のコンサート」
さやかさんのピアノの調べ

４月１4日㈮
午前 １0 時 30 分～

「げんきっこ」
西部公民館で遊びましょう

※この他にもさまざまな行事や相談会を行っ
ています。詳しくは、市公式ホームページ
（右記ＱＲコード ) をご覧いただくか、各子
育て支援センターへお問い合わせください。

開館時間　午前８時 ３０ 分～午後５時（共通）
問い合わせ先
さくらんぼ　　㊡日・月・祝日
　☎（２２）６６２２　※FAX兼用
りんごっこ　　㊡日・火・祝日
　☎（２２）２２５９　※FAX兼用
うさぎっ子　　㊡日・水・祝日
　☎（3８）１６3８　FAX（3８）3１１４

▲ＱＲコード

CKD（慢性腎臓病）とは
　下記の状態の人はCKDの可能性があります。
・腎臓の機能が健康な人の60％未満
・尿異常（特にたんぱく尿が出ている状態）が
　3か月以上続く
　日本では、成人の8人に1人がCKDと推計
されます。CKDは、脳卒中や心臓病を起こす
危険性が約3倍高まり、悪化すると腎不全に至
り、人工透析が必要になることがあります。

eGFRで腎臓の機能を確かめよう！
　腎臓は体にいらなくなったものを尿として体
の外に出す働きをしており、eGFRの値が低

いほど腎臓の働きが悪いというこ
とになります。eGFR は血液検
査と年齢と性別から求めることが
できます。

健診を受けて、腎臓を守りましょう！
　CKDは、自覚症状がないので、普段から自
分の腎臓機能がどれくらいなのか知っておくこ
とが大切です。市のいきいき・特定健診では、
CKDの早期発見に役立つ尿検査や血液検査、
eGFRの検査などを行っていますので、毎年
健診を受けて確認しましょう。また、CKDは
生活習慣病や動脈硬化と深く関わっていますの
で、日頃の生活を見直してみましょう。

元気にすくすく、大きくなって
ね！楽しい毎日を過ごそうね♪

坂
さか ま き

巻　幸
ゆ き な

奈ちゃん（11 カ月）

たくさん遊んでたくさん寝て、い
つもニコニコ笑顔で過ごそうね‼

渡
わた な べ

辺　あさひちゃん（10 カ月）

たくさん食べて大きく育ってね！

高
た か の

野　葵
あおい

ちゃん（1歳）
たくさん笑ってたくさん泣い
て、大きくなってね♡

（1歳）青
あ お き

木　葵
あおい

ちゃん

～３月の第２木曜日は世界腎臓デー～
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◦健康づくり課(中 野 保 健センター内) 　☎22-2111(内線242・368）

◦休日緊急診療所(中 野 保 健センター内) ☎23-2255保健だより
講座・相談など予防接種など 健（検）診など

受付時間／午後０時45分～１時15分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、おたずね票、
　　　　オムツ、バスタオル

※都合がつかない場合は、翌月お出
掛けください。

乳幼児健康診査

電話健康相談所　　☎2３ ‐ ０３００　　午前８時 30 分～午後5時 15 分 （ 土・日・祝日、年末年始を除く ）
女性相談　　　　　☎2３ ‐ 48１０　　午前９時～午後5時 （土・日・祝日、年末年始を除く ）
子ども電話相談　　☎2３ ‐ ３１9１　　午前８時 30 分～午後5時 15 分 （ 土・日・祝日、年末年始を除く ）
長野県小児救急電話相談　☎♯8０００　　午後７時～ 11 時
長野県児童虐待・DV24 時間ホットライン　　☎０26‐2１9‐24１３

受付時間／午後０時45分～１時３０分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、予診票

ワクチン名 日程 予約先

Ｂ Ｃ Ｇ 3月６日㈪

健康づくり課
母子保健係

四 種 混 合

3月１０日㈮ヒ ブ
小 児 用
肺 炎 球 菌

Ｂ 型 肝 炎 3月2１日㈫

※3日前までに予約が必要です。
※対象・接種間隔など詳しくは健康
　カレンダーをご確認ください。

日　程

ワクチン名 日程 予約先

Ｂ Ｃ Ｇ ４月１2日㈬５月１０日㈬

健康づくり課
母子保健係

四 種 混 合 ４月１０日㈪５月８日㈪

Ｂ 型 肝 炎
４月１8日㈫
５月１6日㈫

ヒ ブ
小 児 用
肺 炎 球 菌

３月は自殺対策強化月間

受付時間／午後１時～１時３０分
会場、持ち物は変更なし

※ 4 月から実施方法が変わります

人間ドックの受診はお済みですか

こころの健康相談
期日／４月１３日㈭
時間／午後２時～４時
相談担当者／こころの専門医
会場／中野保健センター
対象者／悩みを持つ本人、家族など
※２日前までに予約が必要です。

マタニティクラス

期日／４月６日㈭
時間／午前９時３０分～１１時３０分
会場／中野保健センター
持ち物／筆記用具、母子健康手帳
内容／妊娠・分娩の経過と起こりや

すい異常について（助産師の
お話）、妊産婦の健康・栄養
（栄養士のお話と試食）、お
父さんの妊婦体験、個別相談

※3日前までに予約が必要です。

いきいき健康講座

健診名 健 診 日 対象生年月
3 か 月
児 健 診3月１4日㈫ 28年１１月生

７ か 月
児　健			診 3月１5日㈬ 28年７月生

１歳６か月
児　健	 	診 3月１7日㈮ 27年８月生

２歳児健診 3月１３日㈪ 27年２月生

3歳児健診 3月１6日㈭ 26年２月生

　平成 28 年、全国で２万１千人を
超える方が自殺で亡くなっていま
す。
　自殺を考えている人は、気分が
沈んだり、原因不明の体調不良が
続いたりと何らかのサインを発し
ています。悩みを抱えている人や
サインに気付いた人は、一人で悩
まず、ご相談ください。
相談窓口
・こころの健康相談統一ダイヤル
　☎ 0570（064）556
　（平日　午前９時～午後４時）
・長野いのちの電話
　☎ 026（223）4343
　（毎日　午前１１時～午後１０ 時）

　市では、人間ドック受診の際に
係る費用の一部を助成しています
ので、ご活用ください。
対象者／ ３5 ～ 74 歳までの国民健

康保険被保険者および後
期高齢者医療制度被保険
者の方

助成／指定機関での健診費用の一部
※年度内１回限りとし、がんドッ
ク助成を受けた方は除きます。

※助成の手続きなど詳しくは、健
康づくり課へお問い合わせくだ
さい。

期日／3月2３日㈭
時間／午後０時45分～２時３０分
会場／中野保健センター
講師／渡

わ た な べ

辺德
のぼる

氏（北信総合病院循環
　　　器内科部長・循環器センター
　　　長）
内容／「中年から超高齢者まで、心
　　　腎脳を守る高血圧対策」
※申込みは不要で、受講料は無料で
　す。



　２月 16 日、北信総合病院において、「北信総合病院竣工式」が開催されました。この竣工式は、平成
24 年 10 月から行われた増改築工事が全て完成したことに伴い行われたもので、西病棟、ＣＴ・ＭＲＩ棟、
外来診察棟、救急診療棟などが整備されました。当日は、内覧会が行われ、式に招待された関係者がヘリ
ポートや図書コーナー「ひだまり」、ホスピタルストリートなどの新たに整備された施設を回りました。
　地域の基幹病院として、患者の皆さんが快適に療養できる医療環境の充実が図られました。

北信総合病院　竣工式

街の話題やイベントを紹介します

30２０１7.３ 広報なかの

なかの 21 市民講座

　１月 28 日、中央公民館において、「なかの 21
市民講座」が開催されました。当日は、貴乃花部
屋女将の花

は な だ

田景
け い こ

子さんを講師に迎え、「母として、
妻として、女将として」をテーマに講演が行われ
ました。花田さんは、横綱の妻となってからのカ
ルチャーショックや、女将としての部屋でのコ
ミュニケーション、力士の健康管理などについて
話し、会場を訪れた皆さんは、終始和やかな雰囲
気で話に聞き入っていました。

　２月 19 日、Ｂ＆G海洋センターにおいて、「第
12 回Ｂ＆Ｇ財団会長杯中野市綱引き大会」を開
催しました。
　当日は、一般男子の部４チーム、子どもの部
11 チームの計 15 チーム約 150 人が参加し、仲間
と力を合わせて勝利を目指しました。
　家族や友人らの声援を受け、選手たちが息を合
わせて力いっぱいに綱を引き、会場は盛り上がり
を見せていました。

B＆Ｇ財団会長杯中野市綱引き大会

動画で
イベント紹介



まちかどトピックス

食農フォーラム
　２月 11 日、アップルシティーなかのにおいて、「食農フォーラム」を開催しました。当日は、２月９日
から本市の食の大使に就任した俳優の杉

す ぎ う ら

浦太
た い よ う

陽さんによるトークショーや料理実演、試食会のほか、ハロー
キティーショー、地場産品直売などが行われました。杉浦さんはトークショーで、本市の農家との交流の
話やテレビ番組の思い出話、家庭の話、食の大使としての抱負などを語っていました。また、料理実演で
は、杉浦さん自身が考案したキノコ麻婆を作り、試食会で参加者の舌をうならせていました。

31 ２０１7.３広報なかの

　１月 31 日、東京都中央区のレストラン「アン
ジェロコート東京」において、「信州なかのファ
ンの集い」を開催しました。当日は、中野市の生
産者などの直売ブースや、シャインマスカットを
使ったスイーツの試食、日本酒・リンゴジュース
の試飲、信州なかのブランドのイメージ向上のた
めのプロジェクト説明など、さまざまなＰＲ活動
を行い、訪れた首都圏に住む多くの信州なかの
ファンの皆さんとの交流を深めました。

信州なかのファンの集い公共ホールが果たす役割を考えるつどい

　２月 15 日、市民会館ホールにおいて、「公共ホー
ルが果たす役割を考えるつどい」を開催しました。
　このつどいは、市民誰もが文化芸術活動に参加
し、触れ合うことができる環境づくりと文化芸術
活動の拠点となる（仮称）新市民会館の整備を進
めることを目的に開催したものです。
　当日は、池田市長が市民会館への考えを述べ、
会場を訪れた皆さんから市の文化芸術活動への思
いや新市民会館への意見などをお聞きしました。

動
画
で

イ
ベ
ン
ト
紹
介
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介護予防の情報かわら版粋
高齢者の皆さんの総合相談窓口

地域包括支援センター
（高齢者支援課　介護予防包括支援係内）

をご利用ください。
　地域包括支援センターは、介護、医療、福祉、健康
などさまざまな面から、高齢者の皆さんを総合的に支
えるための機関です。住み慣れた地域で安心して健や
かに暮らせるよう、保健師・主任介護支援専門員（主
任ケアマネジャー）・社会福祉士などがチームとなり、
関係機関・専門家と力を合わせて支援します。 介護や介護予防、健康づくりを支援

します
高齢者のさまざまな相談ごとを
　　　　　　　　　　受け付けています
　どこに相談してよいか分からない心配ごとや悩みな
どは、まず地域包括支援センターにご相談ください。
相談を受けた地域包括支援センターは適切な機関など
につなぎ、連携して支援します。
　例えば、こんな悩みはありませんか？

　自立した生活を送れるように、生活の仕方
やサービスの利用などについて助言・紹介し
ます。

高齢者の皆さんの権利や
　　　　　　　　　財産を守ります
○お金の管理や日常生活上の手続き、契約に
関する判断能力が弱くなった人に対し、成
年後見制度の紹介、利用の相談を行います。

○虐待から高齢者の心身と尊厳を守ります。
○消費者トラブルによる高齢者の被害に消費
生活センターなど関係機関と協力して対応
します。

地域の連携・協力体制を支えます
○地域の皆さんと協力して高齢者の「見守り活動」
を推進します。
○地域のケアマネジャーへの指導と支援や医療機
関をはじめとした関係機関が緊密に連携し、高
齢者の皆さんの生活全体を支えます。

○介護保険のサービス利用をサポートしま
す。

○要支援１・２の人のサービス利用をサポー
トします。

○介護予防・日常生活支援総合事業（詳しく
は、本紙 18、1９㌻参照）で、介護予防や
生活支援が必要な人に対し、スムーズに活
用できるように支援します。

【高齢者の皆さん】
○今の健康を維持したい。
○お金の管理が大変になってきた。
○介護サービスの利用の仕方が分からない。
○物忘れが心配。

【高齢者のご家族】
○家族だけで介護をするのは大変。
○親の認知症状で悩んでいる。
○利用できるサービスを知りたい。

【近所の皆さん】
○外出している姿を見かけなくなった高齢者が
　いる。
○近所に気になる高齢者がいる。
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介護予防の情報かわら版
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▲高齢者見守り・徘徊ＳＯＳネットワークのイメージ図
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支援者のネットワーク

②登録情報

⑥発見情報
③通報

（専用番号）

④情報配信

　　　受信センター

市
（高齢者支援課）

一般市民

親族・友人

民生委員

市

商店など
医療機関

地域の団体

宅配業者

新聞配達業者

介護サービス事業者 消防

高齢者

支援者登録

行方不明など

⑦発見情報
⑤目撃 ・ 発見情報

⑥目撃 ・発見情報
③捜索の願出

①利用者登録

利用者
（親族など） 警察署

自宅など



市役所　☎ 0269（22）2111 ファクス 0269（26）0349　　豊田支所　☎ 0269（38）3111
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２０１７．３ 広報なかの 3４

ＡＴＭ操作を誘導する還付金詐欺に注意！
事例　市役所から「４年分の医療費還付金が２万
円ほどある。手続きが今日中に必要なので取引銀
行はどこか」と電話があり、銀行を答えた。すぐ
に銀行から電話があり、近くのＡＴＭに行くよう
指示された。待ち合わせを指定されたＡＴＭへ行
くと「急用で行けないため、これから電話で手続
きを案内する」と言われ、指示どおりにＡＴＭを
操作したところ、１00万円近くが引き出されてい
た。
アドバイス 「お金が戻ってくるので携帯電話を
持ってＡＴＭへ行くように」と言われたら、それ
は還付金詐欺です。市役所や金融機関の職員がＡ
ＴＭ操作を行うように連絡することは絶対にあり
ません。急かされても慌てないことが大切です。少
しでも疑問を感じたら、下記へご相談ください。

消費者トラブル と 解決法消費生活
相談

77

▲ ＱＲコード

市民課生活交通安全係（内線238）申問

　市民の皆さんの不用品・必要品を掲載しています。
　掲載期間は半年間で、希望により再掲載も可能です。

　　　　　プラスチックペットキャリー／学習机／
水槽／ファンスキー
譲ります

譲ってください　　　　　　　　　ミシン／液晶テレビ／ノートパソ
コン／電子ピアノ／ダブルベッド／ビデオデッキ
（ＶＨＳ用）

２月２１日現在リサイクルかわらばん

問い合わせ・消費生活相談窓口
市民課生活交通安全係（内線238）
長野県北信消費生活センター　☎026(223）6777
消費者ホットライン　☎１

い や や

88

▼
お
知
ら
せ

●
な
か
の
「
お
す
み
ち
ゃ
ん
」

販
売
日　

３
月
８
日
㈬
、
１５
日
㈬
、

１９
日
㈰
、
２９
日
㈬

汚
泥
発
酵
肥
料　

な
か
の

「
お
す
み
ち
ゃ
ん
」・「
未
土
利
」

上
下
水
道
課
下
水
道
係
（
内
線
283
）

問

　
冬
期
間
は
、
灯
油
な
ど
の
油
漏
れ
事
故

が
多
発
し
ま
す
。
油
が
河
川
に
流
出
す
る

と
、
被
害
が
広
範
囲
に
及
ぶ
と
と
も
に
、

処
理
に
多
額
の
費
用
と
時
間
が
掛
か
り
ま

す
。
ま
た
、
処
理
費
用
は
全
て
原
因
者
の

負
担
と
な
り
ま
す
。

油
漏
れ
事
故
に
ご
注
意
を

環
境
課
環
境
係
（
内
線
2４7
）

中
野
消
防
署　

☎
�
３
３
８
６

豊
田
消
防
署　

☎
�
２
３
５
５

北
信
地
方
事
務
所
環
境
課

☎
�
０
２
０
２

問
油
漏
れ
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
注
意
点

・
油
の
小
分
け
作
業
中
は
、
絶
対
に
そ
の

場
を
離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
器
具
や
配
管
に
腐
食
や
亀
裂
が
な
い
か

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
定
期
的
に
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
残
量
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

・
流
出
事
故
防
止
の
た
め
、
防
油
堤
を
設

置
し
ま
し
ょ
う
。

※
油
漏
れ
が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
と
き
は

速
や
か
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
７0
歳
以
上
の
方

を
対
象
に
、
シ
ル
バ
ー
乗
車
券
・
温
泉
利

用
助
成
券（
共
通
券
）を
毎
年
、
年
度
当
初

に
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
助
成
券
に
は
利
用
期
限
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な

お
、
利
用
で
き
る
交
通
機
関
や
温
泉
施
設

に
つ
い
て
は
、
配
布
し
た
通
知
お
よ
び
助

成
券
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

利
用
期
限　
３
月
３１
日
㈮

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

シ
ル
バ
ー
乗
車
券
・
温
泉
利
用

助
成
券
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

高
齢
者
支
援
課
長
寿
福
祉
係（
内
線
2４3
）

問

時
間　
午
前
９
時
～
１１
時
３0
分

場
所　
中
野
浄
化
管
理
セ
ン
タ
ー

価
格　
１
袋
（
１５
㌔
）
２
０
０
円

バ
ラ
（
３
０
０
㌔
）
１
５
０
０
円

バ
ラ
（
５
０
０
㌔
）
２
５
０
０
円

※
バ
ラ
売
り
…
要
予
約
（
１0
日
前
ま

で
）
、
袋
は
後
日
お
返
し
く
だ
さ
い
。

●
未み

ど

り

土
利

販
売
日　
月
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

時
間　
午
前
９
時
３0
分
～
午
後
４
時

場
所　
平
岡
処
理
場（
ナ
ピ
ア
平
岡
）

価
格　
１
袋(

１５
㌔
）
２
５
０
円

※
現
在
、
在
庫
が
少
な
く
な
っ
て
お
り
ま

す
。
数
量
に
達
し
次
第
販
売
を
終
了

し
ま
す
。

市
役
所
駐
車
場
が
全
面
使
用

で
き
ま
せ
ん

財
政
課
管
財
係（
内
線
328
）

問
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問市立図書館　☎(26）584１

新着
図書
情報

今
月
の

　今月の新着図書の一部を
紹介します。

みかづき(森絵都）／東京會舘とわたし(上・
下）(辻村深月）／魂の沃野(上・下）(北方
謙三）／あずかりやさん桐島くんの青春(大山
淳子）／工学部ヒラノ教授の介護日誌(今野
浩）／夏井いつきの超カンタン！俳句塾(夏井
いつき）／日本語を作った男(山口謠司）／打
つ前の「準備」でゴルフは変わる(阪田哲男）
／一年中美しい家庭で楽しむ芝生づくり１２か月
(武井和久）／モノを持たなければお金は貯ま
る(あらかわ菜美）／「ほら、あれだよ、あ
れ」がなくなる本(茂木健一郎ほか）／戦国武
将はなぜその「地名」をつけたのか？(谷川彰英）

著／スティーヴ・ジェンキ
ンズ、デレク・ウォルター
飛鳥新社
　ひょんなことからエ
スターを飼い始めたス
ティーヴとデレク。お

ちゃめで賢いエスターに２人はすぐさま夢
中になるが…。実はこの愛娘が、トンでも
ない秘密を抱えていた。

エスター、幸せを運ぶ
ブタ

チェリー・イングラム
著／阿部菜穂子
岩波書店
　日本の桜を救ったイ
ギリス人。「将来日本人
は、もっとも美しい桜を
ヨーロッパやアメリカで
再発見することになるだ
ろう」。知られざるイギリス人「桜守」の稀有
な生涯を描く、渾身の書き下ろしノンフィクション！

　ライラの冒険－黄金の羅針盤－
  上映日時　３月１９日㈰　午後２時～
　陪審員
  上映日時　４月５日㈬　午前１0時～
 会場　図書館２階ＡＶホール(入場無料）

ビデオ上映会　としょかん★プチキネマ

　
岳
南
広
域
消
防
組
合
で
は
、
地
域
の
救

命
率
を
よ
り
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

に
、
管
轄
内
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
事
業
者
の
皆

さ
ん
に
対
し
、
「
全
国
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
」

へ
の
情
報
登
録
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

全
国
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
と
は　

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
地
図
上
で
、
全
国
の
ど
こ
に
Ａ

Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
か
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

登
録
方
法　
日
本
救
急
医
療
財
団
全
国
Ａ

Ｅ
Ｄ
マッ
プ
の
ホ
ー
ム
ペー

ジ（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）か

ら
登
録
で
き
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
へ
の

情
報
登
録
の
お
願
い

岳
南
広
域
消
防
本
部
警
防
係

☎
�
０
１
１
９

問

　

昨
年
１１
月
に
該
当
の
方
に
依
頼
し
た

「
遊
休
荒
廃
農
地
に
お
け
る
利
用
の
意
向

に
つ
い
て
」
を
ま
だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
至
急
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

遊
休
荒
廃
農
地
に
お
け
る
利

用
の
意
向
調
査
に
ご
協
力
を

農
業
委
員
会
事
務
局（
内
線
４０９
）

問
申
告
期
限　
３
月
１５
日
㈬

申
告
相
談
予
約
専
用
電
話　
�
１
３
０
０

※
申
告
相
談
の
予
約
受
け
付
け
は
、
３
月

１４
日
㈫
ま
で
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

午
前
８
時
３0
分
～
午
後
５
時
１５
分
）

市
・
県
民
税
の
申
告
は

正
し
く
お
早
め
に

税
務
課
課
税
係
（
内
線
22５
）

問

　
平
成
２５
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
「
障
害

者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的

に
支
援
す
る
法
律
（
障
害
者
総
合
支
援

法
）」に
よ
り
、
障
が
い
者
の
範
囲
に「
難

病
等
」の
方
々
が
加
わ
り
、
障
害
支
援
区

分
の
認
定
や
支
給
認
定
な
ど
の
手
続
き
を

経
て
、必
要
と
認
め
ら
れ
た
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
、今
ま
で
一
律
に
支
給

を
行
っ
て
い
た
難
病
等
患
者（
特
定
疾
病

患
者
等
）激
励
金
支
給
制
度
に
つ
い
て
、

平
成
２８
年
度
を
も
っ
て
廃
止
い
た
し
ま

す
。
障
害
支
援
区
分
の
認
定
手
続
き
な

ど
、詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

難
病
等
患
者
（
特
定
疾
病
患

者
等
）
激
励
金
制
度
の
廃
止

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
（
内
線
2９５
）

問

　
４
月
１
日
㈯
か
ら
長
野
県
の
現
地
機
関

の
見
直
し
に
よ
り
「
長
野
県
北
信
地
方
事

務
所
」
は
な
く
な
り
、
「
長
野
県
北
信
地

域
振
興
局
」
に
代
わ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
個
人
事
業
税
や
自
動
車
税
な
ど

を
担
当
す
る
「
税
務
課
」
は
、
独
立
し
て

「
総
合
県
税
事
務
所
北
信
事
務
所
」
に
、

県
営
住
宅
や
建
築
確
認
な
ど
を
担
当
す
る

「
建
築
課
」
は
、
建
設
事
務
所
に
移
管
さ

れ
て
「
北
信
建
設
事
務
所
建
築
課
」
に
な

り
ま
す
。

　
所
在
地
、
代
表
電
話
番
号
は
こ
れ
ま
で

と
同
じ
で
す
。

長
野
県
か
ら
組
織
改
正
の

お
知
ら
せ

長
野
県
北
信
地
方
事
務
所
地
域
政

策
課
総
務
係　

☎
�
３
１
１
１

問

▲ ＱＲコード



市役所　☎ 0269（22）2111 ファクス 0269（26）0349　　豊田支所　☎ 0269（38）3111

受
験
資
格

①
昭
和
６2
年
４
月
２
日
～
平
成
８
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方

②
平
成
８
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の

方
の
う
ち
、
大
学
を
卒
業
（
平
成
３０

年
３
月
卒
業
見
込
み
を
含
む
）
し
た

方
、
ま
た
は
人
事
院
が
同
等
の
資
格

が
あ
る
と
認
め
る
方

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
期
間　
３
月
３１
日

㈮
～
４
月
１2
日
㈬
（
郵
送
ま
た
は
持
参
の

場
合
、
４
月
３
日
㈪
ま
で
）

第
一
次
試
験
日　
６
月
１１
日
㈰

※
原
則
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）か
ら

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
に
遭
っ
た
際
、
見
舞
金
を
支
給

す
る
助
け
合
い
制
度
で
す
。

加
入
資
格　
①
市
内
に
居
住
し
て
い
る
方

②
市
内
に
居
住
し
て
い
る
方
の
被
扶
養
者

で
、就
学
の
た
め
市
外
に
居
住
し
て
い
る
方

会
員
期
間　
４
月
１
日
㈯
～
平
成
３０
年
３

月
３１
日
㈯

会
費　
１
人
４
０
０
円
（
年
額
）

加
入
方
法　
各
区
で
取
り
ま
と
め
て
い
る

ほ
か
、
市
民
課
ま
た
は
豊
田
支
所
地
域
振

興
課
で
も
直
接
お
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

手
続
き
の
必
要
が
な
い
方　
次
の
方
は
、

市
が
手
続
き
（
公
費
負
担
）
を
行
い
ま
す

の
で
、
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

・
中
学
生
以
下
の
方
（
平
成
１4
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
）

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
級
か
ら
３
級
を

お
持
ち
の
方

・
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方

・
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方

２０１７．３ 広報なかの ３6

▲ＱＲコード

▼
募
集

県
民
交
通
災
害
共
済
の
加
入

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

市
民
課
生
活
交
通
安
全
係（
内
線
2３８
）

地
域
振
興
課
市
民
生
活
係（
豊
田
支

所
内
）　

☎
�
３
１
１
１

問
県
民
交
通
災
害
共
済
と
は　
会
員
の
方
が

日
時　
４
月
２
日
㈰　
午
後
６
時
開
宴

会
場　
ア
ッ
プ
ル
シ
テ
ィ
ー
な
か
の

対
象
者　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
成

人
の
方
（
定
員
２
０
０
人
）

入
場
チ
ケ
ッ
ト　
２
５
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
販
売
窓
口　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
、
市
民
体
育
館
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
、
信
州
中
野
商
工
会
議
所
、
Ｊ
Ａ
中

野
市
各
事
業
所
、
北
信
エ
ル
シ
ー
ネ
ッ
ト

※
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

信
濃
グ
ラ
ン
セ
ロ
ー
ズ
激
励
会

中
野
ボ
ー
ル
パ
ー
ク・フ
ェ
ス
タ
実
行

委
員
会（
北
信
エ
ル
シ
ー
ネ
ッ
ト
内
）

☎
�
１
５
８
５

問
申

申
問

　
市
内
ぶ
ど
う
栽
培
農
家
の
農
作
業
を
お

手
伝
い
で
き
る
方
や
、
農
作
業
就
労
を
希

望
さ
れ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
経
験
の
な

い
方
で
も
で
き
る
作
業
で
す
。
な
お
、
今

回
登
録
を
し
て
農
作
業
就
労
し
た
方
を
対

象
と
し
た
「
ぶ
ど
う
収
穫
体
験
・
試
食

会
」
を
９
月
下
旬
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

作
業
内
容
・
日
程

・
房
切
り
／
５
月
2９
日
㈪
～
６
月
2１
日
㈬

・
袋
掛
け
、
カ
サ
掛
け
／
７
月
１０
日
㈪
～

22
日
㈯

※
両
日
程
と
も
日
曜
日
を
除
き
ま
す
。

募
集
説
明
会　

・
期
日　
３
月
９
日
㈭
、１０
日
㈮
、１３
日
㈪

・
時
間　

各
日
２
回
開
催
（
午
前
１０
時

～
・
午
後
２
時
～
）

会
場　
中
野
市
役
所
南
宮
庁
舎
２
階

ぶ
ど
う
栽
培
農
家
の
農
作
業

支
援
者
募
集

一
般
財
団
法
人
中
野
市
産
業
公
社

☎
�
２
１
１
１（
内
線
303
）

▼
イ
ベン
ト
・
催
し

平
成
28
年
度
の
研
究
・
調
査
成
果
を
発
表

し
ま
す　
市
民
に
よ
る
「
み
ん
な
で
研
究

コ
ー
ス
」
、
「
古
文
書
調
査
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
育
成
講
座
」
な
ど
本
市
の
歴
史
・
文
化

に
関
す
る
成
果
発
表
会
を
行
い
ま
す
。

期
日　
３
月
2０
日
㈪
・
㈷

時
間　
午
後
１
時
～
４
時
３０
分

会
場　
中
野
市
立
博
物
館

定
員　
６０
人
（
申
込
不
要
・
入
場
無
料
）

市
立
博
物
館

ふ
る
さ
と
レ
ポ
ー
ト
発
表
会

市
立
博
物
館

☎
�
２
０
０
５

問

　
国
税
庁
は
、
国
の
財
政
基
盤
を
支
え
る

内
国
税
の
賦
課
・
徴
収
を
行
う
官
庁
で

す
。
全
国
の
国
税
局
や
税
務
署
な
ど
で
税

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
国

税
専
門
官
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

国
税
専
門
官
募
集

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課

☎
０
４
８（
６
０
０
）３
１
１
１

人
事
院
人
材
局
試
験
課

☎
０
３（
３
５
８
１
）５
３
１
１

問
申

問環境課衛生係（内線245）
ごみの減量とリサイクルで美しいふるさとを次世代へ

【特別回収】　３月19日㈰　午前９時～正午
場所　浜津ケ池公園駐車場

資源物の特別回収・日曜回収

【日曜回収】　３月26日㈰　午前10時～午後１時
場所　西友中野駅前店
※回収品目の詳細については今月号に折り込みのチラシを
　ご覧ください。
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▼展示
市立博物館

㊡火曜日
☎ 22-2005

・西沢今朝夷水彩画展「ふるさとの記憶」
・大西浩次「星景写真展」

中野陣屋・
県庁記念館
㊡火曜日

☎ 23-2718

・信州中野つるしかざり展
　３月１2日㈰まで
・中野陣屋ひな市特別展
～中野土人形　市川一生コレクション～
　３月１8日㈯～４月1日㈯まで

年金 加入・種別変更の手続きを
お忘れなく

　長野北年金事務所☎026(244)4100　
　市民課国民年金係（内線237）

一般的な相談は「ねんきんダイヤル」　☎0570(05)1165
平日午前8時30分～午後5時15分

　国民年金は、国内にお住まいの 2０ 歳から ６０ 歳未満
のすべての方に加入が義務付けられています。
　国民年金の加入種別は次の３種類に分かれており、
種別が変わったときは手続が必要です。

ご寄付ありがとうございました

中野市農業協同組合・中野市農協きのこ部会協議会　様

現金　5００,０００円

　地域食材への関心を高め、地産地消および食育の推進
を図るため

問　庶務課秘書広報係（内線400）申

各種相談日程　 期日・時間・会場 問い合わせ先

子ども相談 期日　毎週月～金曜日　時間　午前８時３０分～午後５時１5分
会場　市役所子ども相談室 子ども相談室（内線278）

保健師の子育て相談 期日　３月24日㈮　時間　午前１０時～１１時
会場 りんごっこ（中央子育て支援センター）

中央子育て支援センター
☎（22）2259

定期健康相談 ①期日　毎週水曜日　時間　午前１０時～１１時３０分　会場　中野保健センター
②期日　毎月第1木曜日　時間　午前１０時～１１時３０分　会場　豊田保健センター

健康づくり課健康管理係
（内線242）

高齢者の方のための総合相談 期日　毎週月～金曜日　時間　午前８時３０分～午後５時１5分
会場　中野保健センター

高齢者支援課介護予防
包括支援係（内線３６６）

行政相談 期日　３月１０日㈮、４月１０日㈪　時間・会場　①午前９時～１１時　豊田支所相
談室　②午後２時～４時　市民会館44号会議室　※4月１０日㈪は②のみ

庶務課庶務文書係
（内線2１１）

消費生活相談 期日　毎週月～金曜日　時間　午前８時３０分～午後５時１5分
会場　市役所市民課生活交通安全係

市民課生活交通安全係
（内線2３8）

女性相談　面接は予約制 期日　毎週月～金曜日（祝日を除く）　時間　午前８時３０分～午後５時１5分
会場　中野人権センター

人権・男女共同参画課
☎（23）4810(専用電話)

生活就労支援相談 期日　毎週月～金曜日（祝日を除く）　時間　午前８時３０分～午後５時１5分
会場　市役所福祉課厚生保護係

福祉課厚生保護係
（内線27６）

身体障がい者相談所 予約制 期日　毎月第1・３水曜日　時間　午後２時～４時
会場　福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎（26）3111

福祉相談・ボランティア相談、
結婚相談　予約制

期日　毎週月～金曜日　時間　午前９時～午後５時
会場　福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎（26）3111

心配ごと相談 期日　毎週月～金曜日　時間　午後1時３０分～４時３０分
会場　福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎（26）3111

法律相談　予約制 期日　毎月第1・３月曜日（月曜休日の場合は翌火曜日）
時間　午後1時３０分～３時３０分　会場　福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎（26）3111

職業相談 期日　毎週月～金曜日　時間　午前８時３０分～午後５時
会場　中野市地域職業相談室（南宮庁舎）

中野市地域職業相談室
☎（23）4710

交通事故巡回相談 期日　３月１６日㈭　時間　午前１０時～午後３時　（隔月第３木曜日開催）
会場　北信合同庁舎

北信地方事務所
☎（22）3111

権利擁護相談　成年後見制度含む 期日　毎週月～金曜日　時間　午前８時３０分～午後５時１5分
会場　北信建設事務所　中野庁舎３階

北信圏域権利擁護センター
☎（26）2266

対象となる方 手続き窓口
第１号
被保険者

自営業の方やその配偶
者の方、20歳以上の学
生の方など

市民課
国民年金係

第２号
被保険者

会社や官公庁にお勤め
で、厚生年金に加入してい
る方

勤務先

第３号
被保険者

第２号被保険者に扶養さ
れている配偶者の方（年収
130万円未満）

配偶者の勤
務先

※第２号被保険者が退職された際、本人と扶養されてい
る配偶者は第１号被保険者への種別変更手続きが必要
となります。

２０１７．３



永田小学校　６年羽
は に ゅ う だ

入田　優
ゆ う か

華さん

　
私
の
夢
は
、
ス
ポ
ー
ツ

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
な

る
こ
と
で
す
。
な
ぜ
か
と

い
う
と
、
私
は
ス
ポ
ー
ツ

が
何
よ
り
大
好
き
で
す
。

本
で
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
こ
と
を
知

り
、
こ
の
仕
事
を
や
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
い
ろ
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
を

経
験
し
た
り
知
っ
た
り
す

る
た
め
、
専
門
学
校
や
大

学
で
学
び
た
い
で
す
。

　
私
は
負
け
ず
嫌
い
で

す
。
姉
が
私
よ
り
先
に
自

転
車
に
乗
れ
た
り
ス
キ
ー

が
で
き
た
り
し
た
と
き

は
、
く
や
し
く
て
猛
練
習

し
ま
し
た
。
こ
の
負
け
ず

嫌
い
を
い
い
方
に
生
か
し

て
、
い
ろ
ん
な
人
が
運
動

に
親
し
め
る
仕
事
が
し
た

い
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
あ
こ
が

れ
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
目
指
し
て
、
何

事
も
全
力
で
過
ご
し
、
い

ろ
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦

し
て
夢
を
実
現
し
た
い
で

す
。
が
ん
ば
る
ぞ
！

大好きなスポーツに

夢
No.143

▼
音
楽
姉
妹
都
市
提
携
50
周
年
の
本

年
、
竹
田
市
の
広
報
担
当
者
さ
ん
か
ら

ご
提
案
い
た
だ
き
、
３
市
の
広
報
紙
の

３
月
号
で
特
集
を
組
む
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
情
報
交
換
し
な
が
ら
編
集
作
業

を
行
い
、
紙
面
で
の
交
流
が
で
き
た
こ

と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
竹
田
市
と

仙
台
市
の
広
報
紙
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
（
中
沢
）

▼
連
載
企
画「
公
共
施
設
を
考
え
る
」が

今
月
号
で
終
了
し
ま
し
た
。広
報
な
か

の
に
お
い
て
も
、
新
し
く
始
ま
る
も
の

も
あ
れ
ば
、
終
わ
っ
て
い
く
も
の
が
出

る
変
化
の
時
期
。
先
輩
方
が
作
り
、積

み
上
げ
て
き
た
も
の
を
壊
さ
な
い
よ
う
、

ま
た
良
い
も
の
を
積
み
上
げ
て
い
き
た

い
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。（
大
原
）

▼
入
庁
し
て
初
め
て
の
出
張
は
、
新
緑

の
仙
台
・
青
葉
ま
つ
り
で
し
た
。
「
日

和
山
神
社
の
鬼
獅
子
」
を
保
存
会
の
皆

さ
ん
が
披
露
さ
れ
た
こ
と
が
懐
か
し
く

思
い
出
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、竹
田
市
の

か
ぼ
す
の
爽
や
か
な
香
り
が
大
好
き
で

す
。
都
市
交
流
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
経

験
や
出
会
い
に
感
謝
し
ま
す
。(

北
沢
）

編
集
後
記

３8広報なかの

中野市役所
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かかわる仕事がしたい！

〒383-8614　長野県中野市三好町一丁目３番19号　☎0269-22-2111　FAX 0269-26-0349　◦Ｅメール　info@city.nakano.nagano.jp
●公式HP　http://www.city.nakano.nagano.jp/　◦広報なかの　平成29年３月５日発行　◦発行　中野市　◦編集　総務部庶務課　◦印刷　高錦堂印刷所

面積：１１２．１8㎢
人口：43,369 人（－ 65）
　男　：２0,949 人（－ １7)
　女　：２２,4２0 人（－ 48)
世帯数：１5,4１２ 戸（－ １4）
【平成 ２9 年2月１日現在】
（　）は前月比、平成 ２7 年
国勢調査を基に推計
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